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法律情報

本ガイドで言及されているPro-faceブランドならびにシュナイダーエレクトリックSEおよびそ
の子会社の商標は、シュナイダーエレクトリックSEまたはその子会社の所有物です。その他
すべてのブランドは、各所有者の商標である場合があります。本ガイドおよびその記載内容
は、該当する著作権法で保護されており、情報提供のみを目的とし作成されています。本
ガイドのいかなる部分も、いかなる形式や手段（電子的、機械的、複写、記録、またはその
他）によっても、どのような目的であっても、シュナイダーエレクトリックから書面による事前
の許可を得ずに、再製または頒布することはできません。

シュナイダーエレクトリックは、「現状のまま」本ガイドを調べる非独占な個人ライセンスを除
き、本ガイドまたはその記載内容を商業的に使用する権利またはライセンスを付与すること
はありません。

シュナイダーエレクトリックの製品および設備の設置、運転、メンテナンス、管理は必ず、適
格な担当者が行ってください。

規格、仕様、および設計は随時変更されるため、本ガイドに記載されている情報は予告なく
変更されることがあります。

適用法により認められる範囲で、シュナイダーエレクトリックおよびその子会社は、本資料の
情報コンテンツの誤りや記入漏れまたは本資料に含まれる情報の使用に起因する結果、も
しくはその結果から生じる結果に関し、一切責任を負いません。
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安全上のご注意

安全上のご注意

重要な情報

本書をよくお読みいただき、装置の正しい取り扱いと機能を十分ご理解いただいた上
で、設置、操作、保守を行ってください。本書および装置には以下の表示が使われてい
ます。これらは潜在的な危険を警告したり、手順を明確化あるいは簡素化する情報につ
いて注意を呼びかけるものです。

この記号が「危険」または「警告」安全ラベルに追加されると、電気的な危険が存在し、
指示に従わないと人身傷害の危険があることを示します。

安全警告記号です。人的傷害の危険性があることを警告します。この記号の後に記載
された安全に関する情報に従って、人的傷害や死亡の危険性を回避してください。

危険

危険は、危険が生じる可能性のある状況を示します。回避しないと、死亡や重傷を招
きます。

これらの指示に従わない場合は、死亡または重傷を負うことになります。

警告

警告は、危険が生じる可能性のある状況を示します。回避しないと、死亡や重傷を招
くおそれがあります。

これらの指示に従わない場合は、死亡または重傷を負う、または機器を破損する可能
性があります。

注意

注意は、危険が生じる可能性のある状況を示します。回避しないと、軽傷を招くおそ
れがあります。

これらの指示に従わない場合は、負傷する、または機器を破損する可能性がありま
す。

注記

この表示は、指示に従わないと物的損害を負う可能性があることを示します。

これらの指示に従わない場合は、機器を破損する可能性があります。

以下の点に注意してください。

電気装置の設置、操作、サービス、および保守は有資格者のみが行うことができます。
定められた範囲外の使用によって生じた結果については、シュナイダーエレクトリックは
一切の責任を負いかねます。有資格者とは、電気装置の構造および操作ならびに設置
に関する技術と知識を持ち、関連する危険性を認識して回避するための安全トレーニン
グを受けた人を指します。
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本書について

本書について

本書の適用範囲

このマニュアルでは、PS6000シリーズボックスモジュール、ディスプレイモジュール、パ
ネルタイプの構成と使用方法を説明します。

PS6000シリーズは、工業環境での動作用に設計されています。

有効性に関する注意

本書は本製品を対象として書かれています。

本書に記載された機器の技術的特徴は、オンラインでもご覧いただけます。弊社ウェブ
サイトにてご確認ください。
https://www.proface.co.jp

本書に記載された特性は、明確性と正確性を確保するため継続的に更新されていま
す。ご使用のコンピューター上のマニュアルとオンラインで入手した情報に違いがある場
合、オンライン情報の方を参照してください。

登録商標

Microsoft® とWindows® は米国およびその他の国の Microsoft Corporationにおける
登録商標です。

Intel®、CoreTM、Celeron® は Intel Corporationの登録商標です。

本書に記載の製品名は、それぞれの権利者の登録商標である場合があります。

関連マニュアル

ソフトウェアマニュアルなど本製品に関連するマニュアルは、弊社ウェブサイトからダウン
ロードできます。
https://www.pro-face.com/trans/ja/manual/1085.html

製品関連情報

定められた範囲外の方法で装置を使用した場合、装置の保護性能が損なわれることが
あります。
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本書について

危険
感電、爆発、閃光アークの危険性

• システムのカバーまたは部品を取り外す前、および付属品、ハードウェア、または
ケーブルの取り付け/取り外しの前に、装置のすべての電源を外してください。

• 本製品および電源供給元の両方から電源ケーブルを外してください。

• 電源オフの確認の際は、必ず正しい定格の電圧検出装置を使用し、電源が供給
されていないことを確認してください。

• 本製品に電源を入れる前に、システム内のすべてのカバーおよび部品を取り付け
て固定してください。

• 本製品を使用する際には、必ず指定の電圧をご使用ください。DCモデルは
24 Vdc、ACモデルは 100～ 240 Vacの電源を使用するように設計されていま
す。電源を入れる前に、デバイスに DC電源と AC電源のいずれが供給されてい
るかを常に確認してください。

これらの指示に従わない場合は、死亡または重傷を負うことになります。

重要な警告表示およびシステム機能には、独立した冗長性のある保護ハードウェアか、
機械的インターロックが必要です。

本製品の電源をいったん切って再投入する場合は、10秒以上待ってから再度電源を
入れてください。電源を切ってすぐに立ち上げると、適切に稼働しない場合があります。

本製品が何らかの原因で動作しなくなった場合 (例:バックライトが点灯しない) 、機能状
態を確認するのが困難になったり不可能になることがあります。緊急停止等、速やかに
実行しないと危険を引き起こす可能性のある機能は、必ず本装置から独立させて設置
してください。機械制御システムの設計では、バックライトが動作しなくなる可能性、オペ
レーターが機械を制御できなくなる可能性、または機械の制御で誤操作をする可能性
を考慮する必要があります。

警告
制御不能

• 制御手法の設計者は制御パスの障害モードが発生するおそれを考慮する必要が
あり、特定の重要制御機能については、パス障害の最中および終了後に安全な
状態を実現するための方策を準備しておく必要があります。重要制御機能の例と
しては、緊急停止、オーバートラベル停止、停電、および再起動があります。

• 重要制御機能に対しては、別のまたは冗長性のある制御パスを用意してくださ
い。

• システム制御パスには、通信リンクが含まれることがあります。予期しないリンクの
転送遅れや障害について考慮する必要があります。

• あらゆる事故防止規制および地域の安全性ガイドラインを遵守してください。

• 運用を開始する前に、各実装について、正しく動作するかどうかを個別に十分に
テストする必要があります。

• 機械制御システムの設計では、バックライトが動作しなくなる可能性、オペレー
ターが機械を制御できなくなる可能性、または機械の制御で誤操作をする可能性
を考慮する必要があります。

これらの指示に従わない場合は、死亡または重傷を負う、または機器を破損する可能
性があります。

詳細については、NEMA ICS 1.1 (最新版)の『Safety Guidelines for the Application,
Installation, and Maintenance of Solid State Control』と、NEMA ICS 7.1 (最新版)の
『Safety Standards for Construction and Guide for Selection, Installation and
Operation of Adjustable-Speed Drive Systems』、またはお客様の特定の区域に適用
される同等の規制を参照してください。
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本書について

注:本製品には高機能な設定が可能ですが、リアルタイムオペレーティングシステム
には対応していません。次のようなソフトウェアの設定やシステム構成を変更した場
合は、前述の警告に従ってください。変更には次の事例が含まれます。

• システム BIOS
• オペレーティングシステム

• ハードウェア

• ソフトウェア

警告
装置の意図しない動作

• 本製品の利用には制御システムの設計やプログラミングに関する専門技術が必
要です。本製品のプログラミング、据え付け、改造、使用ができるのはこうした専門
技術を持つ人のみとします。

• 地方および国のすべての安全規定・基準に従ってください。

これらの指示に従わない場合は、死亡または重傷を負う、または機器を破損する可能
性があります。

警告
装置の意図しない動作

• 本製品は、モーターの始動/停止や電源の切り離しのような重要なシステム機能の
制御装置としては使用しないでください。

• 本製品をデバイスの過熱や過電流の通知などの重要な警告を行う装置として使
用しないでください。

• 必ず本製品とともに提供されているソフトウェアをご使用ください。その他のソフト
ウェアをご使用になる場合は、十分な動作確認と安全確認を行ってください。

これらの指示に従わない場合は、死亡または重傷を負う、または機器を破損する可能
性があります。

以下の特性は液晶パネルに特有の基本特性で、故障ではありません。

• 液晶ディスプレイの画面を視野角外から見ると、表示内容の明るさにムラが生じたり
見え方が変わることがあります。液晶パネルにクロストーク (表示延長上の影)が現
れる場合があります。

• 液晶ディスプレイの画素には細かい斑点 (黒点、輝点)が生じる場合があり、カラー
ディスプレイは時間の経過と共に色が変わって見えることがあります。

• 液晶ディスプレイは、ある一定範囲の振動周波数かつある一定以上の振動加速度
の環境で使用すると、液晶画面が白っぽく見える場合があります。これらの振動条
件を外れると目立たなくなり、振動が収まると解消されます。

• 同一画面を長時間表示していると表示されていたものが残像として残ることがありま
す。

• 盤内に不活性ガスを充填した状態で長時間連続して使用すると輝度が低下する場
合があります。輝度の低下を防ぐために、定期的に盤内換気を行ってください。詳
細は、弊社カスタマーケアセンターまでお問い合わせください。
https://www.pro-face.com/trans/ja/manual/1015.html
注:同一画面を長時間表示せず、表示画面を周期的に切り替えてください。
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本書について

警告
目と肌の重傷

液晶ディスプレイの内部には、刺激性のある液状の物質が含まれています。

• 液状の物質が直接皮膚に触れないようにしてください。

• 破損したり、液体漏れを起こしたディスプレイを扱う場合は手袋を使用してくださ
い。

• 液晶パネルの周辺で先端が鋭利な物体や工具を使用しないでください。

• 液晶パネルは丁寧に取扱い、パネル材に穴、破裂や亀裂を起こさないようにして
ください。

• 破損により液体が流出し皮膚に付着した場合は、すぐに流水で 15分以上洗浄し
てください。また、目に入った場合は、すぐに流水で 15分以上洗浄した後、医師
に相談してください。

これらの指示に従わない場合は、死亡または重傷を負う、または機器を破損する可能
性があります。

投影型静電容量方式タッチパネル搭載モデルの注意事項

15型ワイドおよび 19型ワイドは、投影型静電容量タッチ技術を用いたタッチパネルを
使用しています。タッチスクリーンの表面が濡れると、異常な動作を生じるおそれがあり
ます。

警告
制御不能

• オペレーティングシステムの起動中はタッチパネル領域に触れないでください。

• タッチパネルの表面が濡れているときは操作しないでください。

• タッチパネルの表面が濡れている場合は、操作前に柔らかい布で余分な水分を
拭き取ってください。

これらの指示に従わない場合は、死亡または重傷を負う、または機器を破損する可能
性があります。

注:
• 導電性物質 (水など)が付着した場合、タッチ誤入力を防ぐためにタッチ制御

は無効になります。この状況を取り除くと自動的にタッチ機能は回復します。

• システムの起動中にタッチパネルの初期値を確認しているため、起動中はタッ
チパネル領域に触れないでください。

注記
機器の損傷

• 本製品のディスプレイを過剰な力や硬いもので押さないでください。ディスプレイ
が損傷する場合があります。

• タッチパネルはシャープペンやドライバーの先などの尖ったもので押さないでくだ
さい。タッチパネルが損傷する場合があります。

• 本製品は丁寧に取扱い、パネル材に穴、破裂や亀裂を起こさないようにしてくださ
い。

これらの指示に従わない場合は、機器を破損する可能性があります。

投影型静電容量方式タッチパネルは、従来のアナログ抵抗膜と比較し、高い透過率、
軽いタッチ操作、マルチタッチを実現しています。微弱な容量変化を識別する原理のた
め、環境ノイズに対して影響を受けやすい性質を持っています。

弊社製品では工業向けの環境ノイズに配慮した最適化を実施し CEマーキングに適合
していますが、全ての環境ノイズに対応することはできません。
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本書について

タッチの誤動作を防ぐ為に設置環境において、以下のような配慮が必要です。

例

弊社製品を組み込んだ装置のエンクロージャーのノイズ電圧を低減するため

• 装置内のノイズ対策を実施する。例えば、インバーター、サーボアンプ等にノイズ
フィルターを取り付ける。(製造元の取扱説明書を参照して下さい。)

• 装置の FG接続部にアース線用ノイズフィルターを取り付ける。

• 装置のエンクロージャーと建物を接続する。例えば、建物のコンクリート部、または
鉄筋部へ接続します。

注:環境ノイズが大きい場合、タッチパネルコントローラーのノイズフィルターが動作
するため、タッチの反応が鈍くなることがあります。
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概要

概要

この章の内容

型式番号の構成 .............................................................................................13
機種名 ..........................................................................................................14
梱包内容.......................................................................................................14
認証および規格 .............................................................................................16
FCC規格について-米国向け ...........................................................................17

型式番号の構成

以下に、型式番号の構成を示します。

桁 カテゴリー 番号 内容

1–5 (接頭文字) PFXP6
6 CPU (ベースユニット) 7 Core i7 (アドバンストボックス)

5 Core i5 (アドバンストボックス)
C Celeron (アドバンストボックス)
3 Core i3 (スタンダードボックス)

7 ディスプレイモジュー
ル

B なし (ボックスモジュール)
6 12型

7 15型

F 15型ワイド

G 19型ワイド

8 電源 D アドバンストボックス用 24 Vdc
A アドバンストボックス用 100–240 Vac
1 スタンダードボックス用 24 Vdc
2 スタンダードボックス用 100–240 Vac

9 スロット 0 なし

M PCI x 1 + PCIe x 1
E PCIe x 2
P PCI x 2

10 ファン N なし

F ファンキット付き

11 プライマリーストレージ 0 なし

1 M.2 SSD 128 GB (標準)
2 M.2 SSD 128 GB (高耐久)
3 M.2 SSD 256 GB (高耐久)
4 M.2 SSD 512 GB (高耐久)
5 SSD 128 GB (高耐久)
6 SSD 256 GB (高耐久)
7 SSD 512 GB (高耐久)
8 HDD 1 TB

12 セカンダリーストレージ 0 なし

5 SSD 128 GB (高耐久)
6 SSD 256 GB (高耐久)
7 SSD 512 GB (高耐久)
8 HDD 1 TB

13 メモリー 4 DIMM 4 GB (4 GB x 1) (Celeronのみ)
8 DIMM 8 GB (4 GB x 2)
A DIMM 16 GB (8 GB x 2)
B DIMM 32 GB (16 GB x 2) (i7、i5および i3の

み)
14 オプション N なし

B RS-232C絶縁タイプ x 2*1

C RS-232C x 4
D RS-422/485絶縁タイプ x 2*1
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概要

桁 カテゴリー 番号 内容

15 オペレーティングシス
テム

N なし

C Windows® 10 IoT Enterprise 2019 LTSC
(64bit) (Celeron用)

3 Windows® 10 IoT Enterprise 2019 LTSC
(64bit) (Core i3/i5用)

7 Windows® 10 IoT Enterprise 2019 LTSC
(64bit) (Core i7用)

16 ソフトウェア N なし

B BLUE ライセンスキーコード

R Pro-face Remote HMI Server ライセンスキー
コード

C BLUE Open Studio Runtime 1.5 K ライセンス
キーコード

D BLUE Open Studio Runtime 4 K ライセンス
キーコード

F BLUE Open Studio Runtime 32 K ライセンス
キーコード

E BLUE Open Studio Runtime 64 K ライセンス
キーコード

17 (予備) 0 なし

18 (予備) 0 なし

*1 ボックスモジュール単体で使用する場合、パネルへの取り付け時に注意が必要です。
ボックスモジュールの取り付け,ページ 59および オプションインターフェイスの取り付け,
ページ 85を参照してください。

注:梱包されている製品に適用されるすべての指示および安全上の注意事項を遵
守してください。

機種名

ボックスモジュールおよびパネルタイプの名称は以下のとおりです。

パネルタイプとは、ボックスモジュールとディスプレイモジュールがすでに接続された一
体型モデルです。

ボックスモジュール パネルタイプ

Core i7 アドバンストボックス ●●型/●●型ワイドアドバンストモデル

Core i5

Celeron

Core i3 スタンダードボックス ●●型/●●型ワイドスタンダードモデル

グローバルコードについて

弊社製品すべてに全世界共通型式としてグローバルコードが設定されています。製品
型式とグローバルコードの対比は下記 URLを参照してください。
https://www.pro-face.com/trans/ja/manual/1003.html

梱包内容

品質や梱包などには出荷時に際し、万全を期しております。万一破損や部品不足、そ
の他お気付きの点がありましたら、直ちに弊社カスタマーケアセンターまでご連絡くださ
いますようお願いいたします。
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概要

ボックスモジュール

梱包箱には、以下のものが入っています。ご使用前に必ず確認してください。

A B C

D-1 D-2 E

A. PS6000シリーズボックスモジュール x 1
B. USBケーブルクランプ (Type A) x 4セット (クリップ 4個、タイ 4本)
C. USBケーブルクランプ (Type C) x 1セット (クリップ 1個、タイ 1本)
D. 電源コネクター x 1 (D-1: AC用、D-2: DC用)
E. M4ネジ x 4 (ディスプレイモジュール取り付け用)
F. 安全に関する使用上の注意 x 1

パネルタイプ

梱包箱には、以下のものが入っています。ご使用前に必ず確認してください。

A

C

D E

F-1 F-2

B

A. PS6000シリーズパネルタイプ x 1
B. 防滴ガスケット (本体に装着) x 1
C. 取り付け金具 (パネル取り付け用)

4個 (12型モデル用)
8個 (15型、15型ワイド、19型ワイドモデル用)

D. USBケーブルクランプ (Type A) x 4セット (クリップ 4個、タイ 4本)
E. USBケーブルクランプ (Type C) x 1セット (クリップ 1個、タイ 1本)
F. 電源コネクター x 1 (F-1: AC用、F-2: DC用)
G. 安全に関する使用上の注意 x 1

リビジョンと QR コード

製品のバージョン (PV)およびソフトウェアのバージョン (SV)は製品のラベルで確認で
きます。

また、製品ラベルの QR コードから本マニュアル内容を確認することができます。以下の
QR コード位置をご確認のうえ、参照してください。
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概要

PV:      SV :

A

A. 本マークはこの QR コードで本マニュアルが参照できることを示すとともに、温度定
格が 75 °C (167 °F)以上の銅芯線を使用する必要があることを示しています。電
源の配線,ページ 67を参照してください。

認証および規格

以下に記載している認証および規格には、まだ取得していないものも含まれます。最新
の取得情報については、製品マーキングおよび下記 URLにてご確認ください。

https://www.pro-face.com/trans/ja/manual/1002.html

機関による認証

全機種

• Underwriters Laboratories Inc.、UL 61010-2-201および CSA C22.2
N°61010-2-201。Industrial Control Equipment used in Ordinary Location (通
常の場所で使用する産業用制御機器)。

適合規格

ヨーロッパ

CE
• 低電圧指令 (2014/35/EU)
• EMC指令 (2014/30/EU)

オーストラリア

• RCM
韓国

• KC

適合規制

本製品は、製品が規制の範囲に直接該当しない場合でも以下の環境規制に準拠する
ように設計されています。

• RoHS指令 (2011/65/EUおよび 2015/863/EU)
• 中国 RoHS (GB/T 26572)
• REACH規則 (EC 1907/2006)

寿命の終了 (WEEE)

製品には電子基板が搭載されています。製品を破棄するときは、産業廃棄物として扱っ
てください。製品で使用される電池や蓄電池は、電池切れや寿命を迎えた場合、製品と
は別に回収・処分する必要があります (2012/19/EU)。
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概要

製品から電池を取り出す方法については、保守,ページ 106を参照してください。これ
らの電池には EU指令 2006/66/ECに定められたしきい値を超える重量パーセンテー
ジの重金属は含まれていません。

KCマーク

FCC規格について-米国向け

FCCの電波干渉に関する情報 (FCC Radio Interference Information)

本製品は、連邦通信委員会 (FCC: Federal Communications Commission)規定の
Part 15に基づく Class Aデジタル装置の制限に適合していることが試験により実証済
みです。これらの制限は、商業や工業、ビジネス環境で装置を使用する場合に有害な
干渉が起きるのを防止するために定められています。本製品は高周波エネルギーを発
生、使用、および放射する可能性があるため、指示に従って設置および使用しない場
合、無線通信に干渉を引き起したり干渉を受けたりする可能性があります。用途におけ
る電磁干渉を最小限に抑えるため、以下の 2つの規則に従ってください。

• 本製品は、周囲の装置に干渉を及ぼす量の電磁波エネルギーを放射しない方法
で設置および操作してください。

• 周囲の装置が発生する電磁波エネルギーが本製品の動作に干渉しないように、本
製品を設置してテストしてください。

• 適合性に責任をもつ当事者が明示的に承認していない変更や改造を行うと、ユー
ザーが本製品を使用する権利が無効になる場合があります。

警告
電磁干渉、電波干渉

電磁放射によって本製品の作動が妨害され、意図しない動作を起こす可能性があり
ます。電磁妨害を検出した場合は、以下のように対処してください。

• 本製品と干渉を起こしている装置との間隔をあける。

• 本製品および干渉を起こしている装置の方向を変える。

• 本製品および干渉を起こしている装置への電源および通信ラインの配線経路を
変える。

• 本製品および干渉を起こしている装置を別の電源供給源に接続する。

• 本製品を周辺機器や別のコンピューターに接続する場合は、必ずシールドケーブ
ルを使用する。

これらの指示に従わない場合は、死亡または重傷を負う、または機器を破損する可能
性があります。
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オプション機器一覧

オプション機器一覧

この章の内容

オプション機器一覧.........................................................................................18
メンテナンスオプション .....................................................................................19

オプション機器一覧

品名 型式

インターフェイス

RS-232C絶縁タイプ x 2 PFXYP6MPR23P2

RS-232C x 4 PFXYP6MPR23P4

RS-422/485絶縁タイプ x 2 PFXYP6MPR42P2

WiFi/Bluetooth (アンテナ付き) PFXYP6MPWF

ストレージ

M.2 SSD 128 GB (標準) PFXYP6M2128L

M.2 SSD 128 GB (高耐久) PFXYP6M2128

M.2 SSD 256 GB (高耐久) PFXYP6M2256

M.2 SSD 512 GB (高耐久) PFXYP6M2512

SSD 128 GB (高耐久) PFXYP6SSD128

SSD 256 GB (高耐久) PFXYP6SSD256

SSD 512 GB (高耐久) PFXYP6SSD512

HDD 1 TB PFXYP6HDD1T

メモリー

DIMM 4 GB PFXYP6DM4

DIMM 8 GB PFXYP6DM8

DIMM 16 GB PFXYP6DM16

ケーブル

WiFi/Bluetooth延長ケーブル 3 m PFXYP6CBWF3M

アダプター

ブックマウントアダプター (アドバンストボックス) (側面取り付け用 2個
+上面取り付け用 2個)

PFXYP6ADBMA

ブックマウントアダプター (スタンダードボックス) (側面取り付け用 2個
+上面取り付け用 2個)

PFXYP6ADBMS

SP-5700W (15型ワイド)用パネルカットアダプター*1 PFXZHAT7W1

SP-5800W (19型ワイド)用パネルカットアダプター*1 PFXZHAT8W1

PS-5700W (15型ワイド)用パネルカットアダプター*1 PFXZPAT7W1

PS-5800W (19型ワイド)用パネルカットアダプター*1 PFXZPAT8W1

画面シート

15型ワイド用反射防止シート (1パック 5枚入り) PFXZCAG7W1

19型ワイド用反射防止シート (1パック 5枚入り) PFXZCAG8W1

12型用画面保護シート (1パック 5枚入り) CA7-DFS12-01

15型用画面保護シート (1パック 5枚入り) CA3-DFS15-01

その他
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オプション機器一覧

品名 型式

M.2冷却キット(アドバンストボックス用)*2 PFXYP6HSM2A

M.2冷却キット(スタンダードボックス用)*3 PFXYP6HSM2S

McAfee ライセンス PFXYP6LSMCA

リカバリー USB (Windows 10) PFXYP6RUSW10

USB クランプ Type A (5個入り) PFXZCCLUSA

USB クランプ Type C (5個入り) PFXYP6CLUSC

ファンキット (取替用フィルター 5個付き)*4 PFXYP6FAN

特殊環境用フロント USBカバー (ネジ付き) (5個入り)*5 PFXZCDCVUS1

*1 パネルカットアダプターにより許容パネル厚範囲が異なります。詳しくは本パネルカッ
トアダプター用取扱説明書を参照してください。

*2 M.2 SSDを取り付ける際に必要。ただし、ファンキットを取り付けている場合は不要。

*3 M.2 SSDを取り付ける際に必要。

*4 アドバンストボックスのみ対応

*5 12型および15型モデルのみ対応

メンテナンスオプション

品名 型式

ディスプレイモジュール

12型ディスプレイモジュール PFXDM6600TM*1

15型ディスプレイモジュール PFXDM6700TM*1

15型ワイドディスプレイモジュール PFXDM6700WC*1

19型ワイドディスプレイモジュール PFXDM6800WC*1

防滴ガスケット

12型用防滴ガスケット (1個入り) PFXZCDWG121

15型用防滴ガスケット (1個入り) PFXZCDWG151

15型ワイド用防滴ガスケット (1個入り) PFXZCHWG154

19型ワイド用防滴ガスケット (1個入り) PFXZCWG8W1

取り付け金具 (4個入り) PFXZCAF1

電源コネクター (DC) (5個入り) CA7-ACCNL-01

電源コネクター (AC) (5個入り) PFXZCCNAC1

*1 これらの型式の末尾に英数字が付加されている製品も含まれます。
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各部名称とその機能

各部名称とその機能

この章の内容

ボックスモジュール ..........................................................................................20
ディスプレイモジュール ....................................................................................24

ボックスモジュール

アドバンストボックス

正面図

B

A

A

左側面図

B

C
D
E

F
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各部名称とその機能

底面図

I J K L M N

O

G H P Q

底面図 (PCI/PCIeおよびファン
付き)

R S

T

A. VESA取り付け (100 x 100)用ネジ穴 K. イーサネット 1

B. メンテナンスハッチ L. イーサネット 2

C.パワーボタン M. USB 3.0 (Type A)*2

D. ストレージアクセス LED N. USB 2.0 (Type A)*2

E.パワー LED O. COM (RS-232C、非絶縁タイプ)

F.セキュリティロックスロット*1 P.オプションインターフェイススロット 1

G.電源コネクター Q.オプションインターフェイススロット 2

H. PE端子 (ACモデル用) R. PCI/PCIeカードスロット 1 *3

I. USB 3.0 (Type C) S. PCI/PCIeカードスロット 2 *3

J. DisplayPort T.ファンキット

*1ケンジントンロックのみ対応しています。

*2 USB ストレージデバイスには USB 3.0対応のものをお勧めします。その際は
USB 3.0ポートをご使用ください。

*3 PCI/PCIeカードスロット構成については、拡張スロットの取り付け,ページ 81を参照
してください。
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各部名称とその機能

スタンダードボックス

正面図

B

A

A

左側面図

B

C
D
E

F

底面図

I J K L

M

N OG H P

A. VESA取り付け (100 x 100)用ネジ穴 I. USB 3.0 (Type C)

B. メンテナンスハッチ J. USB 3.0 (Type A)*2

C.パワーボタン K. DisplayPort

D. ストレージアクセス LED L. USB 2.0 (Type A)*2

E.パワー LED M. COM (RS-232C、非絶縁タイプ)

F.セキュリティロックスロット*1 N.オプションインターフェイススロット

G.電源コネクター O. イーサネット 1

H. PE端子 (ACモデル用) P. イーサネット 2

*1ケンジントンロックのみ対応しています。

*2 USB ストレージデバイスには USB 3.0対応のものをお勧めします。その際は
USB 3.0ポートをご使用ください。
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各部名称とその機能

ボックスモジュールの LED表示

パワー LED

色 状態 内容

緑色 点灯 S0 (運転中)

橙色 点灯 S3

点滅 システム起動中

赤色 点灯 S4、S4 (ハイブリッドシャットダウ
ン)*1、S5

- 消灯 G3 (無通電時)

*1 S4 (ハイブリッドシャットダウン) とは、Windows® 高速スタートアップ有効時の S5状
態のことです。

ウェイクアップイベント

以下は、各アクション実行時に通常起動 (S0)状態になるステータスを示した表です。

ACPI ス
テート

パワース
テート

電源を入れ
る

パワーボタ
ン ON

Wake on
LAN

タッチ入力 USB機器*1

S3 スリープ – ✓ ✓ ✓ ✓

S4 休止 – ✓ ✓ – –

S4 (ハイブ
リッドシャット
ダウン)

休止 – ✓ – – –

S5 ソフトオフ – ✓ ✓ – –

G3 メカニカル
オフ

✓ – – – –

*1 リモートウェイクアップ機能に対応した USB機器に限ります。

注: G3のときに電源を入れると、直接 S0状態になります。

ストレージアクセス LED

色 状態 内容

緑色 点灯 ストレージにアクセス中です。

- 消灯 ストレージにアクセスしていませ
ん。
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各部名称とその機能

ディスプレイモジュール

12型、15型

正面図

D

A
B
C

A.フロント USBカバー

B. USB 2.0 (Type A)*1

C. USB 2.0 (micro-B) (本インターフェイスは無効です。)

D. ステータス LED

*1 フロント USBは無効の状態で出荷されています。有効にする場合はランチャー,ペー
ジ 115で設定してください。

15型ワイド、19型ワイド

正面図

A

A. ステータス LED

ディスプレイモジュールの LED表示

ステータス LED

色 状態 内容

緑色 点灯 運転中

点滅 バックライト消灯

橙色 点灯*1 S3、S4、S4 (ハイブリッドシャットダウン)*2、 S5

点滅 ソフトウェア起動中、または内部エラー*3
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各部名称とその機能

色 状態 内容

橙色/赤色 交互 システムモニターエラー

– 消灯 無通電時

*1 ハイバネーション直後もしくは HORM有効時、ディスプレイモジュールのステータス
LEDはすぐにオレンジ点灯しますが、ボックスモジュールのパワー LEDが赤点灯に
なったのを確認してから電源を切ってください。

*2 S4 (ハイブリッドシャットダウン) とは、Windows® 高速スタートアップ有効時の S5状
態のことです。

*3 オレンジ点滅が継続する場合は再起動してください。
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仕様

仕様

この章の内容

一般仕様.......................................................................................................26
機能仕様.......................................................................................................36
インターフェイス仕様 .......................................................................................37

一般仕様

電気的仕様

ボックスモジュール

ACモデル

仕様 ACモデル

定格電圧 100...240 Vac

電圧許容範囲 85...264 Vac

許容瞬時停電時間 (定格電圧時) 20 ms以下

消費電力 最大値 アドバンストボックス: 140 VA
スタンダードボックス: 99 VA

外部への供給電源をのぞ
いた場合

アドバンストボックス: 67 VA
スタンダードボックス: 48 VA

突入電流 30 A以下

ノイズ耐量 ノイズ電圧: 1,500 Vp-p
パルス幅: 1 μs
立ち上がり時間: 1 ns
(ノイズシミュレーターによる)

絶縁耐力 1,500 Vac 1分間 (充電部端子と PE端子
間)

絶縁抵抗 500 Vdc、10 MΩ以上 (充電部端子と PE
端子間)

DCモデル

仕様 DCモデル

定格電圧 24 Vdc

電圧許容範囲 18...31.2 Vdc

許容瞬時停電時間 (定格電圧時) 5 ms以下

消費電力 最大値 アドバンストボックス: 121 W
スタンダードボックス: 87 W

外部への供給電源をのぞ
いた場合

アドバンストボックス: 56 W
スタンダードボックス: 39 W

突入電流 30 A以下

ノイズ耐量 ノイズ電圧: 1,000 Vp-p
パルス幅: 1 μs
立ち上がり時間: 1 ns
(ノイズシミュレーターによる)

絶縁耐力 1,000 Vac 1分間 (充電部端子と FG端子
間)

絶縁抵抗 500 Vdc、10 MΩ以上 (充電部端子と FG
端子間)
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仕様

パネルタイプ

アドバンストモデル (ACモデル)

仕様 ACモデル

定格電圧 100...240 Vac

電圧許容範囲 85...264 Vac

許容瞬時停電時間 (定格電圧時) 20 ms以下

消費電力 最大値 12型: 156 VA
15型: 161 VA
15型ワイド: 159 VA
19型ワイド: 170 VA

外部への供給電源をのぞ
いた場合

12型: 83 VA
15型: 88 VA
15型ワイド: 86 VA
19型ワイド: 97 VA

バックライト消灯時 (外部へ
の供給電源をのぞいた場
合)

12型: 69 VA
15型: 69 VA
15型ワイド: 69 VA
19型ワイド: 69 VA

突入電流 30 A以下

ノイズ耐量 ノイズ電圧: 1,500 Vp-p
パルス幅: 1 μs
立ち上がり時間: 1 ns
(ノイズシミュレーターによる)

絶縁耐力 1,500 Vac 1分間 (充電部端子と PE端子
間)

絶縁抵抗 500 Vdc、10 MΩ以上 (充電部端子と PE
端子間)

アドバンストモデル (DCモデル)

仕様 DCモデル

定格電圧 24 Vdc

電圧許容範囲 18...31.2 Vdc

許容瞬時停電時間 (定格電圧時) 5 ms以下

消費電力 最大値 12型: 136 W
15型: 141 W
15型ワイド: 139 W
19型ワイド: 150 W

外部への供給電源をのぞ
いた場合

12型: 71 W
15型: 76 W
15型ワイド: 74 W
19型ワイド: 85 W

バックライト消灯時 (外部へ
の供給電源をのぞいた場
合)

12型: 58 W
15型: 58 W
15型ワイド: 58 W
19型ワイド: 58 W

突入電流 30 A以下

ノイズ耐量 ノイズ電圧: 1,000 Vp-p
パルス幅: 1 μs
立ち上がり時間: 1 ns
(ノイズシミュレーターによる)

絶縁耐力 1,000 Vac 1分間 (充電部端子と FG端子
間)

絶縁抵抗 500 Vdc、10 MΩ以上 (充電部端子と FG
端子間)
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仕様

スタンダードモデル (ACモデル)

仕様 ACモデル

定格電圧 100...240 Vac

電圧許容範囲 85...264 Vac

許容瞬時停電時間 (定格電圧時) 20 ms以下

消費電力 最大値 12型: 77 VA
15型: 82 VA
15型ワイド: 80 VA
19型ワイド: 92 VA

外部への供給電源をのぞ
いた場合

12型: 58 VA
15型: 63 VA
15型ワイド: 60 VA
19型ワイド: 74 VA

バックライト消灯時 (外部へ
の供給電源をのぞいた場
合)

12型: 50 VA
15型: 50 VA
15型ワイド: 50 VA
19型ワイド: 50 VA

突入電流 30 A以下

ノイズ耐量 ノイズ電圧: 1,500 Vp-p
パルス幅: 1 μs
立ち上がり時間: 1 ns
(ノイズシミュレーターによる)

絶縁耐力 1,500 Vac 1分間 (充電部端子と PE端子
間)

絶縁抵抗 500 Vdc、10 MΩ以上 (充電部端子と PE
端子間)

スタンダードモデル (DCモデル)

仕様 DCモデル

定格電圧 24 Vdc

電圧許容範囲 18...31.2 Vdc

許容瞬時停電時間 (定格電圧時) 5 ms以下

消費電力 最大値 12型: 68 W
15型: 72 W
15型ワイド: 70 W
19型ワイド: 82 W

外部への供給電源をのぞ
いた場合

12型: 50 W
15型: 54 W
15型ワイド: 52 W
19型ワイド: 64 W

バックライト消灯時 (外部へ
の供給電源をのぞいた場
合)

12型: 41 W
15型: 41 W
15型ワイド: 41 W
19型ワイド: 41 W

突入電流 30 A以下

ノイズ耐量 ノイズ電圧: 1,000 Vp-p
パルス幅: 1 μs
立ち上がり時間: 1 ns
(ノイズシミュレーターによる)

絶縁耐力 1,000 Vac 1分間 (充電部端子と FG端子
間)

絶縁抵抗 500 Vdc、10 MΩ以上 (充電部端子と FG
端子間)
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仕様

環境仕様

注:
• 本製品のオプション品を使用する場合は、本製品に適用される特殊な状況や

注意事項に対して仕様を確認してください。

• 壁/平面/ブック (上面/側面)取り付けおよびパネル (横/縦)取り付けについて
は、取り付けと配線,ページ 57を参照してください。

ボックスモジュール (HDDなし)

物理的環境

使用周囲温度 アドバンストボックス 壁/ブック (側面)取り付け: 0...55 °C
(32...131 °F)ファンキットあり/なし

平面/ブック (上面)取り付け: 0...50 °C
(32...122 °F)ファンキットあり/なし

スタンダードボックス 壁/ブック (側面)取り付け: 0...55 °C
(32...131 °F)

平面/ブック (上面)取り付け: 0...50 °C
(32...122 °F)

保存周囲温度 -30...70 °C (-22...158 °F)

使用および保存周囲湿度 10...90% RH (結露のないこと、湿球温度 39 °C [102.2 °F]以下)

じんあい 0.1 mg/m3 (10-7 oz/ft3)以下 (導電性塵埃のないこと)

汚染度 汚染度 2

腐食性ガス 腐食性ガスのないこと

耐気圧 (使用高度) 800...1,114 hPa (2,000 m [6,561 ft]以下)

機械的稼動条件

耐振動 IEC/EN 61131-2準拠
5...9 Hz片振幅 3.5 mm (0.14 in)
9...150 Hz定加速度: 9.8 m/s2
X、Y、Z各方向 10サイクル (約 100分間)

耐衝撃性 IEC/EN 61131-2準拠
147 m/s2、X、Y、Zの方向に各 3回

電気的稼動条件

ファーストトランジェント・
バーストイミュニティ

IEC 61000-4-4
2 kV:電源ポート
1 kV:通信ポート

耐静電気放電 接触放電法: 6 kV
気中放電法: 8 kV
(IEC/EN 61000-4-2 レベル 3)

ボックスモジュール (HDDあり)

物理的環境

使用周囲温度 アドバンストボックス 壁/ブック (側面)取り付け: 0...45 °C
(32...113 °F)ファンキットあり*1

平面/ブック (上面)取り付け: 0...45 °C
(32...113 °F)ファンキットあり*1

スタンダードボックス 壁/ブック (側面)取り付け: 0...40 °C
(32...104 °F)

平面/ブック (上面)取り付け: 0...40 °C
(32...104 °F)

保存周囲温度 -30...70 °C (-22...158 °F)

使用および保存周囲湿度 10...90% RH (結露のないこと、湿球温度 39 °C [102.2 °F]以下)
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仕様

じんあい 0.1 mg/m3 (10-7 oz/ft3)以下 (導電性塵埃のないこと)

汚染度 汚染度 2

腐食性ガス 腐食性ガスのないこと

耐気圧 (使用高度) 800...1,114 hPa (2,000 m [6,561 ft]以下)

機械的稼動条件

耐振動 IEC/EN 61131-2準拠
5...9 Hz片振幅 3.5 mm (0.14 in)
9...150 Hz定加速度: 4.9 m/s2
X、Y、Z各方向 10サイクル (約 100分間)

注:振動環境下では HDDの読み出し/書き込みのスピードが低下す
る場合があります。

耐衝撃性 IEC/EN 61131-2準拠
147 m/s2、X、Y、Zの方向に各 3回

電気的稼動条件

ファーストトランジェント・
バーストイミュニティ

IEC 61000-4-4
2 kV:電源ポート
1 kV:通信ポート

耐静電気放電 接触放電法: 6 kV
気中放電法: 8 kV
(IEC/EN 61000-4-2 レベル 3)

*1 本製品に HDDを搭載している場合、ファンキットが必要です。

パネルタイプ (HDDなし)

物理的環境

使用周囲温度 アドバンストモデル パネル (横)取り付け:0...55 °C
(32...131 °F)ファンキットあり/なし
(19型ワイド用、0...50 °C (32...122 °F)
ファンキットあり/なし)

パネル (縦)取り付け: 0...50 °C
(32...122 °F)ファンキットあり/なし

スタンダードモデル パネル (横)取り付け: 0...55 °C
(32...131 °F)
(19型ワイド用、0...50 °C (32...122 °F))

パネル (縦)取り付け: 0...50 °C
(32...122 °F)

保存周囲温度 -20...60 °C (-4...140 °F)

使用および保存周囲湿度 10...90% RH (結露のないこと、湿球温度 39 °C [102.2 °F]以下)

じんあい 0.1 mg/m3 (10-7 oz/ft3)以下 (導電性塵埃のないこと)

汚染度 汚染度 2

腐食性ガス 腐食性ガスのないこと

耐気圧 (使用高度) 800...1,114 hPa (2,000 m [6,561 ft]以下)

機械的稼動条件

耐振動 IEC/EN 61131-2準拠
5...9 Hz片振幅 3.5 mm (0.14 in)
9...150 Hz定加速度: 9.8 m/s2
X、Y、Z各方向 10サイクル (約 100分間)

耐衝撃性 IEC/EN 61131-2準拠
147 m/s2、X、Y、Zの方向に各 3回

電気的稼動条件
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仕様

ファーストトランジェント・
バーストイミュニティ

IEC 61000-4-4
2 kV:電源ポート
1 kV:通信ポート

耐静電気放電 接触放電法: 6 kV
気中放電法: 8 kV
(IEC/EN 61000-4-2 レベル 3)

パネルタイプ (HDDあり)

物理的環境

使用周囲温度 アドバンストモデル パネル (横)取り付け: 0...45 °C
(32...113 °F)ファンキットあり*1

パネル (縦)取り付け: 0...45 °C
(32...113 °F)ファンキットあり*1

スタンダードモデル パネル (横)取り付け: 0...40 °C
(32...104 °F)

パネル (縦)取り付け: 0...40 °C
(32...104 °F)

保存周囲温度 -20...60 °C (-4...140 °F)

使用および保存周囲湿度 10...90% RH (結露のないこと、湿球温度 39 °C [102.2 °F]以下)

じんあい 0.1 mg/m3 (10-7 oz/ft3)以下 (導電性塵埃のないこと)

汚染度 汚染度 2

腐食性ガス 腐食性ガスのないこと

耐気圧 (使用高度) 800...1,114 hPa (2,000 m [6,561 ft]以下)

機械的稼動条件

耐振動 IEC/EN 61131-2準拠
5...9 Hz片振幅 3.5 mm (0.14 in)
9...150 Hz定加速度: 4.9 m/s2
X、Y、Z各方向 10サイクル (約 100分間)

注:振動環境下では HDDの読み出し/書き込みのスピードが低下す
る場合があります。

耐衝撃性 IEC/EN 61131-2準拠
147 m/s2、X、Y、Zの方向に各 3回

電気的稼動条件

ファーストトランジェント・
バーストイミュニティ

IEC 61000-4-4
2 kV:電源ポート
1 kV:通信ポート

耐静電気放電 接触放電法: 6 kV
気中放電法: 8 kV
(IEC/EN 61000-4-2 レベル 3)

*1 本製品に HDDを搭載している場合、ファンキットが必要です。

大気質の条件

薬品が気化し空気中に存在している場所や、薬品が付着する場所での製品の使用およ
び保管は避けてください。

• 酸・アルカリ・その他塩類:腐食による故障

• 有機溶剤類:火災
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仕様

注意
機器の不作動

パネルケースの内部に水や液状のもの、金属、結線の切れ端が入らないようにしてく
ださい。

これらの指示に従わない場合は、負傷する、または機器を破損する可能性がありま
す。
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仕様

設置仕様

ボックスモジュール

アドバンストボックス スタンダードボックス

接地

DCモデル:機能接地: D種接地 (内部で SG と FGが接続されています。)
ACモデル:保護接地: D種接地 (内部で SG と PEが接続されています。)

冷却方式

自然空冷

外形寸法 (W x H x D)

290 x 195 x 65 mm (11.42 x 7.68 x 2.56 in)
PCI/PCIe スロット付き: 290 x 195 x 142 mm (11.42 x 7.68 x 5.59 in)
ファンキット付き: 290 x 195 x 98 mm (11.42 x 7.68 x 3.86 in)

250 x 165 x 53 mm
(9.84 x 6.5 x 2.09 in)

質量

3.5 kg (7.72 lb)以下*1 2.5 kg (5.51 lb)以下

*1 PCI/PCIe スロットおよびファンキットを搭載している場合は、それぞれ以下の重量を
足してください。

PCI/PCIe スロット: 1.5 kg (3.31 lb)
ファンキット: 0.5 kg (1.10 lb)

パネルタイプ

12型モデル

仕様 12型モデル

接地 DCモデル:機能接地: D種接地 (内部で SG と FGが接続されています。)
ACモデル:保護接地: D種接地 (内部で SG と PEが接続されています。)

冷却方式 自然空冷

保護構造*1 工場出荷時に取り付け済みのフロント USBカバーを使用する場合: IP65F、
IP67F、UL 50/50E、タイプ 1
ネジ付き USBカバー (PFXZCDCVUS1)を使用する場合: IP66F、IP67F、
UL 50/50E、タイプ 1、タイプ 4X (室内専用)、タイプ 12、タイプ 13

注:パネル埋込時のフロント面、フロント USB未使用時。

外形寸法 (W x H x D) アドバンストボックス 315 x 241 x 95 mm (12.4 x 9.49 x 3.74 in)
PCI/PCIe スロット付き: 315 x 241 x 172.4 mm
(12.4 x 9.49 x 6.78 in)
ファンキット付き: 315 x 241 x 127.3 mm
(12.4 x 9.49 x 5.01 in)

スタンダードボックス 315 x 241 x 83 mm (12.4 x 9.49 x 3.27 in)

パネルカット寸法
(W x H)*2 *3

301.5 x 227.5 mm (11.87 x 8.96 in)

質量 アドバンストボックス*4 5.9 kg (13.00 lb)以下

スタンダードボックス 4.9 kg (10.80 lb)以下

注:表中の注釈は 19型ワイドモデルの表の下にあります。

PS6000-MM01-JA_00 33



仕様

15型モデル

仕様 15型モデル

接地 DCモデル:機能接地: D種接地 (内部で SG と FGが接続されています。)
ACモデル:保護接地: D種接地 (内部で SG と PEが接続されています。)

冷却方式 自然空冷

保護構造*1 工場出荷時に取り付け済みのフロント USBカバーを使用する場合: IP65F、
IP67F、UL 50/50E、タイプ 1
ネジ付き USBカバー (PFXZCDCVUS1)を使用する場合: IP66F、IP67F、
UL 50/50E、タイプ 1、タイプ 4X (室内専用)、タイプ 12、タイプ 13

注:パネル埋込時のフロント面、フロント USB未使用時。

外形寸法 (W x H x D) アドバンストボックス 397 x 296 x 95 mm (15.63 x 11.65 x 3.74 in)
PCI/PCIe スロット付き: 397 x 296 x 172.4 mm
(15.63 x 11.65 x 6.78 in)
ファンキット付き: 397 x 296 x 127.3 mm
(15.63 x 11.65 x 5.01 in)

スタンダードボックス 397 x 296 x 83 mm (15.63 x 11.65 x 3.27 in)

パネルカット寸法
(W x H)*2 *3

383.5 x 282.5 mm (15.1 x 11.12 in)

質量 アドバンストボックス*4 7.2 kg (15.87 lb)以下

スタンダードボックス 6.2 kg (13.67 lb)以下

注:表中の注釈は 19型ワイドモデルの表の下にあります。

15型ワイドモデル

仕様 15型ワイドモデル

接地 DCモデル:機能接地: D種接地 (内部で SG と FGが接続されています。)
ACモデル:保護接地: D種接地 (内部で SG と PEが接続されています。)

冷却方式 自然空冷

保護構造*1 IP66F、IP67F、UL 50/50E、タイプ 1、タイプ 4X (室内専用)、タイプ 12、
タイプ 13

注:パネル埋込時のフロント面

外形寸法 (W x H x D) アドバンストボックス 408 x 264 x 95 mm (16.06 x 10.39 x 3.74 in)
PCI/PCIe スロット付き: 408 x 264 x 172.4 mm
(16.06 x 10.39 x 6.78 in)
ファンキット付き: 408 x 264 x 127.3 mm
(16.06 x 10.39 x 5.01 in)

スタンダードボックス 408 x 264 x 83 mm (16.06 x 10.39 x 3.27 in)

パネルカット寸法
(W x H)*2 *3

394 x 250 mm (15.51 x 9.84 in)

質量 アドバンストボックス*4 7.5 kg (16.53 lb)以下

スタンダードボックス 6.5 kg (14.33 lb)以下

注:表中の注釈は 19型ワイドモデルの表の下にあります。
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19型ワイドモデル

仕様 19型ワイドモデル

接地 DCモデル:機能接地: D種接地 (内部で SG と FGが接続されています。)
ACモデル:保護接地: D種接地 (内部で SG と PEが接続されています。)

冷却方式 自然空冷

保護構造*1 IP66F、IP67F、UL 50/50E、タイプ 1、タイプ 4X (室内専用) タイプ12、
タイプ 13

注:パネル埋込時のフロント面

外形寸法 (W x H x D) アドバンストボックス 463.6 x 293.6 x 97 mm (18.25 x 11.56 x 3.82 in)
PCI/PCIe スロット付き: 463.6 x 293.6 x 174.4 mm
(18.25 x 11.56 x 6.87 in)
ファンキット付き: 463.6 x 293.6 x 129.3 mm
(18.25 x 11.56 x 5.09 in)

スタンダードボックス 463.6 x 293.6 x 85 mm (18.25 x 11.56 x 3.35 in)

パネルカット寸法
(W x H)*2 *3

449.5 x 279.5 mm (17.7 x 11.0 in)

質量 アドバンストボックス*4 8.4 kg (18.52 lb)以下

スタンダードボックス 7.4 kg (16.31 lb)以下

*1 本製品をパネルに取り付けたときのフロント部分に関する保護構造です。当該試験条
件で適合性を確認していますが、あらゆる環境での使用を保証しているものではありま
せん。特に試験に規定されている油であっても、長時間にわたり噴霧状態に本製品がさ
らされている場合や極端に粘度の低い切削油にさらされている場合などは、フロント部
のシートまたはガラスカバーのはがれにより油の浸入が発生することがあります。その場
合は、別途対策が必要となります。また、規定外の油でも同様の浸入やフロント部が変
質することがあります。本製品を使用する前にあらかじめご使用の環境をご確認くださ
い。

また、長時間使用した防滴ガスケットや一度パネル取り付けした防滴ガスケットはキズや
汚れが付き、十分な保護効果を得られない場合があります。安定した保護効果を得るた
めには、防滴ガスケットの定期的な交換をお勧めします。

*2 寸法公差はすべて +1/-0 mm (+0.04/-0 in)、角の Rは R3 (R0.12 in)以下です。

*3 パネル厚範囲であっても、パネルの材質、大きさによっては本製品や接続機器の取り
付け位置によりパネルが反る場合があります。パネルの反りを防止するためには、補強
板をつけることも有効です。

*4 PCI/PCIe スロットおよびファンキットを搭載している場合は、それぞれ以下の重量を
足してください。

PCI/PCIe スロット: 1.5 kg (3.31 lb)
ファンキット: 0.5 kg (1.10 lb)

注記
機器の損傷

• 本製品に油がこびり付かないようにしてください。

• 本製品のディスプレイを過剰な力や硬いもので押さないでください。ディスプレイ
が損傷する場合があります。

• タッチパネルはシャープペンやドライバーの先などの尖ったもので押さないでくだ
さい。タッチパネルが損傷する場合があります。

これらの指示に従わない場合は、機器を破損する可能性があります。

注記
機器の損傷

機器を直射日光にさらさないでください。

これらの指示に従わない場合は、機器を破損する可能性があります。
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注記
仕様に定められていない機器の保管と使用について

• 本製品は製品仕様に定める温度範囲内の場所に保管してください。

• 本製品の通気孔を塞がないでください。

これらの指示に従わない場合は、機器を破損する可能性があります。

注記
防滴ガスケットの経年劣化

• 防滴ガスケットは必要に応じて定期的に点検してください。

• 防滴ガスケットの定期的 (年 1回、またはキズや汚れが目立ってきた場合など)な
交換をお勧めします。

これらの指示に従わない場合は、機器を破損する可能性があります。

機能仕様

性能仕様

アドバンストボックス スタンダードボック
ス

Core i7 Core i5 Celeron Core i3

CPU Core™
i7-8665UE

Core™
i5-8365UE

Celeron®
4305UE

Core™
i3-8145UE

ベース動作周波
数

1.70 GHz 1.60 GHz 2.0 GHz 2.20 GHz

ターボブースト利
用時最大周波数

4.40 GHz 4.10 GHz 2.0 GHz 3.90 GHz

L2キャッシュ 8 MB 6 MB 2 MB 4 MB

コア数 4 4 2 2

スレッド数 8 8 2 4

メインメモリー 260ピン SO-DIMM ソケット x 2、
DDR4-2400 (最大 16 GB/ソケット、
ソケット 2つで最大 32 GB)

260ピン
SO-DIMM ソケッ
ト x 2、
DDR4-2133 (最
大
16 GB/ソケット、
ソケット 2つで最大
32 GB)

260ピン
SO-DIMM ソケット
x 2、DDR4-2400
(最大
16 GB/ソケット、
ソケット 2つで最
大 32 GB)

ストレージスロット M.2 SSD SATA x 1 (Disk 0)
2.5 インチ SATA (HDD/SSD) x 2 (上: Disk 2、下: Disk 1)
SATA速度: 6 Gb/s、3 Gb/s、1.5 Gb/s

M.2 SSD SATA x
1 (Disk 0)
2.5 インチ SATA
(HDD/SSD) x 1
(Disk 1)
SATA速度:
6 Gb/s、3 Gb/s、
1.5 Gb/s

拡張スロット*1 PCI x 1 + PCIe x 1、PCIe x 2 または PCI x 2
PCIカードサイズ:ショートサイズ
PCIeカードサイズ:ハーフサイズ
PCI スロット: リビジョン 3.0、32 bitバス、3.3 Vdc
PCIe スロット: リビジョン 3.0、1レーン (x1)
PCIe コネクター: 4レーン (x4)、エッジフリー

—

グラフィックスアク
セレレーター

Intel® UHDグラフィックス 620 (CPUに
内蔵)

Intel® UHDグラ
フィックス 610
(CPUに内蔵)

Intel® UHDグラ
フィックス 620
(CPUに内蔵)

セキュリティチップ TPM 2.0

BIOS UEFI BIOS
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仕様

アドバンストボックス スタンダードボック
ス

Core i7 Core i5 Celeron Core i3

オペレーティング
システム

Windows® 10 IoT Enterprise 2019 LTSC (64bit)

ウォッチドッグタイ
マー

1...255秒の間、もしくは1...255分の間でタイムアウト時間設定可能 (APIで設定)

ブザー あり

*1 PCI/PCIeカードの総消費電力は、カードを 1枚装着でも 2枚装着でも最大12 Wで
す。

表示仕様

12型 15型 15型ワイド 19型ワイド

表示デバイス TFTカラーLCD

表示サイズ 12.1 インチ 15 インチ 15.6 インチ 18.5 インチ

解像度 1,024 x 768 ドット (XGA) 1,366 x 768 ドット
(FWXGA)

1,920 x 1,080 ドッ
ト (FHD)

有効表示寸法 (W
x H)

245.76 x
184.32 mm
(9.68 x 7.26 in)

304.13 x
228.1 mm
(11.97 x 8.98 in)

344.23 x
193.54 mm
(13.55 x 7.62 in)

408.96 x
230.04 mm
(16.1 x 9.06 in)

表示色・階調 1,600万色

バックライト 白色 LED (お客様にて交換はできません。交換が必要な場合は、弊社カスタマーケ
アセンターまでご連絡ください。)

バックライト寿命 50,000時間以上 (周囲温度 25 °C [77 °F]、連続点灯時、バックライトの輝度が 50%
になるまでの連続点灯時間)

輝度調整 0...100 (タッチパネルまたはソフトウェアで調整)

タッチパネル

12型、15型 15型ワイド、19型ワイド

タッチパネル方式 アナログ抵抗膜方式 (マルチタッ
チ)

投影型静電容量方式 (マルチ
タッチ)

タッチパネル寿命 1,000万回以上 5,000万回以上

時計

時計精度: ±180秒/月 (常温無痛電状態での誤差)

本製品に内蔵されている時計 (RTC)には誤差があります。温度差や使用年数によって
は最大± 300秒/月の誤差になることがあります。時計の誤差が問題となるシステムでご
使用になる場合は、定期的に正確な時間を設定するようにしてください。

注:電池の期待寿命は 5年ですが、寿命に満たず切れることもあります。電池はお
客様にて交換はできません。弊社カスタマーケアセンターまでご連絡ください。

インターフェイス仕様

インターフェイス

注:シリアル、USB、およびイーサネットインターフェイスは、必ず SELV (安全超低
電圧)回路に接続してください。
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ボックスモジュール

アドバンストボックス/スタンダードボックス

シリアルインターフェイ
ス COM

調歩同期式 RS-232C (非絶縁タイプ) x 1

データ長 7/8ビット

ストップビット 1/2ビット

パリティ なし/偶数/奇数

通信速度 2,400...115,200 bps

コネクター D-Sub 9 ピン (プラグ)

USB (Type A) インター
フェイス

コネクター USB 3.0 (Type A) x 2
USB 2.0 (Type A) x 2

電源電圧 5 Vdc ±5%

最大出力電流 USB 3.0 (Type A): 900 mA/ポート
USB 2.0 (Type A): 500 mA/ポート

最大通信距離 USB 3.0 (Type A): 3 m (9.84 ft)
USB 2.0 (Type A): 5 m (16.4 ft)

USB (Type C) インター
フェイス*1

コネクター USB 3.0 (Type C) x 1

電源電圧 5 Vdc ±5% または 12 VDC ±5%、USBパワーデリ
バリー (ソース)対応

最大出力電流 900 mA/ポート
USBパワーデリバリーが有効な場合は 3000 mA/
ポート*2 *3

最大通信距離 3 m (9.84 ft)

解像度 60 Hz時最大 4,096 x 2,304 ドット

イーサネットインター
フェイス

対応規格 IEEE1588, 10 BASE-T/ 100 BASE-TX/
1000BASE-T, Wake-on-LAN (WOL)対応*4

コネクター モジュラージャック (RJ-45) x 2

DisplayPort バージョン V 1.2、デュアルモード (DP++)対応

解像度 60 Hz時最大 4,096 x 2,304 ドット

*1 USB (Type C) インターフェイスは、オルタネートモード (DisplayPort)および USBパ
ワーデリバリー (ソース、5 Vdc/12 Vdc)に対応しています。USBパワーデリバリーを使
用する場合は、Eマーク (電子マーク)ケーブルが必要です。

*2 アドバンストボックスをディスプレイモジュールとご使用の場合は、USBパワーデリバ
リーの電力供給能力は 30 Wに制限されます。

*3 スタンダードボックスの場合、USBパワーデリバリーはスタンダードボックスを単体でご
使用の場合にのみ有効です。

*4 ステータスが S4 (ハイブリッドシャットダウン)の場合、Wake-on-LANは使用できませ
ん。

ディスプレイモジュール

12型/15型

USB (Type A) インター
フェイス

コネクター USB 2.0 (Type A) x 1

電源電圧 5 Vdc ±5%

最大出力電流 500 mA

最大通信距離 5 m (16.4 ft)
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仕様

シリアルインターフェイス (ボックスモジュール上の COM)

概要

シリアルインターフェイスにはアイソレーション機能はありません。内部で SG (信号接地)
と FG (フレームグランド)が接続されています。シリアルインターフェイスコネクターが
D-Subの場合は、FG端子をシェルに接続してください。

危険
感電と火災の危険

SG端子を使って本製品と外部装置をつなぐ場合は、

• グランドループが形成されないようにシステムを設計してください。

• 接続相手がアイソレーションされていない場合、SG と接続相手側の SGを接続し
てください。

• 回路故障のリスク軽減のため、SGを信頼できる接地接続に接続してください。

これらの指示に従わない場合は、死亡または重傷を負うことになります。

注意
通信の途切れ

• 接続されているすべての通信ポートに過剰な応力がかからないようにしてくださ
い。

• 通信ケーブルはパネルまたは盤内にしっかり固定してください。

• ジャックスクリュー付きの D-Sub 9ピンコネクターを使用してください。

これらの指示に従わない場合は、負傷する、または機器を破損する可能性がありま
す。

注:定格電流を使用してください。

RS-232C

D-Sub 9ピン プラグコネクター

製品側

69

15

ピン番号 RS-232C

信号名 方向 内容

1 CD 入力 キャリア検出

2 RD (RXD) 入力 受信データ

3 SD (TXD) 出力 送信データ

4 ER (DTR) 出力 データ端末レディ

5 SG - 信号グランド (非絶縁)

6 DR (DSR) 入力 データセットレディ

7 RS (RTS) 出力 送信要求

8 CS (CTS) 入力 送信可
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ピン番号 RS-232C

信号名 方向 内容

9 CI (RI) 入力 被呼表示

Shell FG - フレームグランド (SG共通)

推奨ジャックスクリューは #4-40 (UNC)です。
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外観図と各部寸法図

外観図と各部寸法図

この章の内容

アドバンストボックス .........................................................................................41
スタンダードボックス ........................................................................................44
パネルタイプ -アドバンストモデル .....................................................................45
パネルタイプ - スタンダードモデル.....................................................................53
取り付け金具..................................................................................................56

アドバンストボックス

外形寸法
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(B)
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A. 正面図

B. 左側面図

C. 底面図
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外観図と各部寸法図

PCI/PCIe スロットとファンキット付き外形寸法
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ブックマウントアダプター付き寸法 (上面)
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外観図と各部寸法図

A. 正面図

B. 底面図

ブックマウントアダプター付き寸法 (側面)

(5.61)
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A. 正面図

B. 右側面図

C. 底面図

PS6000-MM01-JA_00 43



外観図と各部寸法図

スタンダードボックス

外形寸法

(A)

(C)

(B)
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C. 底面図

ブックマウントアダプター付き寸法 (上面)
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A. 正面図

B. 底面図
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ブックマウントアダプター付き寸法 (側面)
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A. 正面図

B. 右側面図

C. 底面図

パネルタイプ -アドバンストモデル

12型アドバンストモデル

外形寸法
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A. 正面図

B. 左側面図

C. 底面図

PCI/PCIe スロットとファンキット付き外形寸法
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A. 正面図

B. 左側面図

C. 底面図
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15型アドバンストモデル

外形寸法
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A. 正面図

B. 左側面図

C. 底面図
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PCI/PCIe スロットとファンキット付き外形寸法
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A. 正面図

B. 左側面図

C. 底面図
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15型ワイドアドバンストモデル

外形寸法
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A. 正面図

B. 左側面図

C. 底面図
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PCI/PCIe スロットとファンキット付き外形寸法
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A. 正面図

B. 左側面図

C. 底面図
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19型ワイドアドバンストモデル

外形寸法

463.6
97

8
18.25

3.82
0.31

(A)

(C)

(B)

mm
in

29
3.
6

11
.5
6

A. 正面図

B. 左側面図

C. 底面図
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PCI/PCIe スロットとファンキット付き外形寸法
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A. 正面図

B. 左側面図

C. 底面図
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パネルタイプ - スタンダードモデル

12型スタンダードモデル

外形寸法
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A. 正面図

B. 左側面図

C. 底面図
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15型スタンダードモデル

外形寸法
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外観図と各部寸法図

15型ワイドスタンダードモデル

外形寸法
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外観図と各部寸法図

19型ワイドスタンダードモデル

外形寸法
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取り付けと配線
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取り付け条件

本製品は、UL 50/50E、タイプ1、タイプ 4X (室内専用)、タイプ12 またはタイプ13エン
クロージャーの平面上に取り付けられるように設計されています。

本製品は清潔で乾燥し、かつ管理された頑丈な環境を提供するエンクロージャーに取り
付けてください (IP65F、IP66F、IP67F、UL 50/50E、タイプ 1、タイプ 4X (室内専用)、
タイプ 12 またはタイプ 13エンクロージャー)。

15型ワイドモデルおよび 19型ワイドモデルでは、フロント面は IP66F、IP67F、
UL 50/50E、タイプ 1、タイプ 4X (室内専用)、タイプ 12 またはタイプ 13エンクロー
ジャーとなります。

12型モデルおよび 15型モデルでは、工場出荷時に取り付け済みのフロント USBカ
バー (ネジなし)を使用する場合、フロント面は IP65F、IP67F、UL 50/50E またはタイプ
1エンクロージャーとなります。フロント USBカバー (ネジ付き) (PFXZCDCVUS1)をご
使用の場合、本製品のフロント面は IP66F、IP67F、UL 50/50E、タイプ 1、タイプ 4X
(室内専用)、タイプ 12 またはタイプ 13エンクロージャーとなります。

表示器フロント面 エンクロージャーフロン
ト面

12型、15型 15型ワイド/19型ワイド

ネジ無し ネジ付き

IP65F、IP67F、
UL 50/50E、タイプ 1

IP66F、IP67F、
UL 50/50E、タイプ 1、
タイプ 4X (室内専用)
タイプ12、タイプ 13

IP66F、IP67F、
UL 50/50E、タイプ 1、
タイプ 4X (室内専用)
タイプ12、タイプ 13

IP65F、IP66F、IP67F、
UL 50/50E、タイプ 1、
タイプ 4X (室内専用)、
タイプ 12、タイプ 13

12型および 15型モデルでは、工場出荷時に取り付け済みのフロント USBカバーまた
はネジ付きフロント USBカバーのいずれをご使用の場合でも、フロント USBカバーが
開いている状態での本製品のフロント面は、UL 50/50E またはタイプ 1エンクロー
ジャーとなります。

本製品を機器に組み込む場合は、以下の事項にご注意ください。

• 本製品の背面部はエンクロージャーとして認定されていません。本製品を機器に
組み込む際は、機器全体として規格に適合するエンクロージャーを構成してくださ
い。

• 本製品は剛性の高いエンクロージャーに取り付けてください。

• 本製品は屋外使用を前提に設計されていません。また、室内専用機として UL認
証を取得しています。

• 本製品は前面取り付けで使用してください。

注: IP65F、IP66Fおよび IP67Fは UL認証には該当しません。
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注意
火傷のおそれ

• 操作中はベゼルや後部の外枠に触れないでください。

• 周囲温度が 45 °C (113 °F)を超過する場合でのフロント USB操作には、適切な
手袋を使用してください。

これらの指示に従わない場合は、負傷する、または機器を破損する可能性がありま
す。

• ボックスモジュール
パネルの材質やデザインによっては、パネルの取り付け面を強化する必要がありま
す。高レベルの振動が予想され、本製品の取り付け面が動く (パネルのドアが開閉
するなど)可能性がある場合は、本製品の重量を十分に考慮してください。

パネルタイプ
設置する壁またはケースの面が平坦で、良好な状態にあり、尖った角がないことを
確認してください。壁内側のパネルカット付近に金属製の補強板を取り付けること
で、強度を向上させることができます。

• ボックスモジュール
パネルの厚みは、材質、強度、使用環境を考慮して決定してください。厚さは
1.6 mm (0.06 in)以上、かつ M4ネジの長さを考慮してください。

パネルタイプ
必要な強度レベルに基づいて、エンクロージャー壁面の厚さを決めます。パネル厚
範囲であっても、パネルの材質、大きさによっては本製品や接続機器の取り付け位
置によりパネルが反る場合があります。パネルの反りを防止するためには、補強板
をつけることも有効です。

• 使用周囲温度と使用周囲湿度が環境仕様,ページ 29で指定された範囲内にある
ことを確認のうえ、使用してください。本製品をケースやエンクロージャーに組み込
んで使用する場合は、盤内と表示面側の両方の温度を使用周囲温度としてくださ
い。

A B

A. 盤内温度

B. 盤外温度

• 他の機器の発熱で本製品が過熱しないようにしてください。

• パネルタイプを縦取り付けする場合は、右側面が上になっていることを確認してくだ
さい。つまり、電源コネクターが上になるようにしてください。ボックスモジュールにつ
いては、ボックスモジュールの取り付け,ページ 59を参照してください。

注:アプリケーションがディスプレイの縦向きに対応していることを確認してくだ
さい。

A

A. 電源コネクター

• 本製品を斜めに設置する場合は、垂直より 30°以内にしてください。
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0...30°0...30°

• 保守性、操作性、および風通しを良くするため、本製品と構造物や部品との間には
100 mm (3.94 in)以上のスペースをとってください。
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圧力差

本製品の利用および設置の際には、本製品を搭載するエンクロージャーの内部と外部
の圧力差をなくすようにすることが重要です。エンクロージャー内部側の圧力が高くなる
と、ディスプレイの前面膜に層間剥離が生じる可能性があります。ごく小さな圧力差で
も、膜の広範囲に作用して層間剥離を生じる大きな力が発生し、タッチ機能が損なわれ
ることがあります。複数のファンや換気装置によって、別々の部屋において異なる速度
で空気を移動させるような場合に、圧力差が発生しやすくなります。以下に示す手法を
用いて、本製品の機能が圧力差による影響を受けないようにしてください。

1. エンクロージャー内部の電線管接続部、特に圧力が異なると思われる部屋につな
がる接続部をすべて密封してください。

2. 必要に応じて、エンクロージャーの底部に小さな穴を設け、内部と外部の圧力が常
に等しくなるようにしてください。

ボックスモジュールの取り付け

概要

ボックスモジュールの取り付けには以下の方法があります。

• 壁取り付け

• 平面取り付け

• ブック取り付け

以下に、各取り付け方法を説明します。
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注:
• パネルの材質やデザインによっては、パネルの取り付け面を強化する必要があ

ります。高レベルの振動が予想され、本製品の取り付け面が動く (パネルのドア
が開閉するなど)可能性がある場合は、本製品の重量を十分に考慮してくださ
い。

• パネルの厚みは、材質、強度、使用環境を考慮して決定してください。厚さは
1.6 mm (0.06 in)以上、かつ M4ネジの長さを考慮してください。

• ボックスモジュール背面にシールが貼られています。本シールを剥がすとボッ
クスモジュールとして使用できませんので剥がさないでください。

• 以下のインターフェイスを使用する場合、ボックスモジュール単体で壁取り付け
または平面取り付けで取り付けを行う際は注意が必要です。

◦ RS-232C絶縁タイプ x 2
◦ RS-422/485絶縁タイプ x 2
スタンダードボックスを上記インターフェイス付きでご購入された場合は、すで
に取り付けられているインターフェイスをいったん取り外し、ボックスモジュール
をパネルへ取り付けてから、再度インターフェイスを取り付けてください。ご購入
後にアドバンストボックスのインターフェイススロット 2に、またはスタンダード
ボックスに上記インターフェイスを取り付ける場合は、ボックスモジュールをパネ
ルに取り付けてからインターフェイスを取り付けてください。

危険
感電、爆発、閃光アークの危険性

• システムのカバーまたは部品を取り外す前、および付属品、ハードウェア、または
ケーブルの取り付け/取り外しの前に、装置のすべての電源を外してください。

• 本製品の取り付け/取り外しの前に、本製品および電源供給元の両方から電源
ケーブルを外してください。

• 電源オフの確認の際は、必ず正しい定格の電圧検出装置を使用し、電源が供給
されていないことを確認してください。

• 本製品に電源を入れる前に、システム内のすべてのカバーおよび部品を取り付け
て固定してください。

• 本製品を使用する際には、必ず指定の電圧をご使用ください。DCモデルは
24 Vdc、ACモデルは 100～ 240 Vacの電源を使用するように設計されていま
す。電源を入れる前に、デバイスに DC電源と AC電源のいずれが供給されてい
るかを常に確認してください。

これらの指示に従わない場合は、死亡または重傷を負うことになります。

注意
怪我のおそれ

• ネジを取り外した後、本製品を支えていてください。

• 両手を使用してください。

これらの指示に従わない場合は、負傷する、または機器を破損する可能性がありま
す。

注記
機器の損傷

• 防滴ガスケットは必ず使用してください。

• ネジを取り付ける、または取り外す間は、本製品を安定させてください。

これらの指示に従わない場合は、機器を破損する可能性があります。
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注記
エンクロージャーの破損

指定以上のトルクをかけないでください。

これらの指示に従わない場合は、機器を破損する可能性があります。

壁取り付け

M4ネジ (4個)で本体をパネルまたは壁に取り付けます。

注:
• 適正な締め付けトルクは 1.5 N•m (13.3 lb-in)です。

• この方法で取り付ける場合は、インターフェイス面 (本体底面)を下向きにしてく
ださい。

• 本体内部での熱ごもりを最小限にするために、完全に垂直に取り付けてくださ
い。

平面取り付け

M4ネジ (4個)で本体をパネルまたは壁に取り付けます。

注:
• 適正な締め付けトルクは 1.5 N•m (13.3 lb-in)です。

• この方法で取り付ける場合は、ヒートシンクを上向きにしてください。

• 本体内部での熱ごもりを最小限にするために、完全に水平に取り付けてくださ
い。
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ブック取り付け

ブック取り付けには、ブックマウントアダプターが必要です。

1. ボックスモジュール側面をパネルに取り付ける場合は Aを、上面に取り付ける場合
は Bを使用します。

A B

2. 本体に取り付けられているネジを外し (4カ所) 、そのネジでブックマウントアダプ
ターを本体に取り付けます。本体上面に取り付ける場合は、Bのブックマウントアダ
プターの突起面を本体側に向けて取り付けます。

注:適正な締め付けトルクは 0.7 N•m (6.2 lb-in)です。

A

B
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3. M4ネジ (4個)で本体をパネルまたは壁に取り付けます。

注:
• 適正な締め付けトルクは 1.5 N•m (13.3 lb-in)です。

• 製品の側面を取り付ける場合は、インターフェイス面 (本体底面)を下向き
にしてください。

• 本体上面を取り付ける場合は、電源コネクターが必ず上にくるように取り付
けてください。

• 本体内部での熱ごもりを最小限にするために、完全に垂直に取り付けてく
ださい。

パネルタイプの取り付け

パネルカット寸法

パネルカット寸法に従って、取り付け穴を開けます。

A r≤3 0.12) C(

B

mm (in)

機種名

A B C

12型

301.5 mm (+1/-0 mm)
(11.87 in [+0.04/-0 in])

227.5 mm (+1/-0 mm)
(8.96 in [+0.04/-0 in])

1.6...5 mm (0.06...0.2 in)

15型

383.5 mm (+1/-0 mm)
(15.1 in [+0.04/-0 in])

282.5 mm (+1/-0 mm)
(11.12 in [+0.04/-0 in])

1.6...5 mm (0.06...0.2 in)

15型ワイド

394 mm (+1/-0 mm)
(15.51 in [+0.04/-0 in])

250 mm (+1/-0 mm)
(9.84 in [+0.04/-0 in])

1.6...5 mm (0.06...0.2 in)
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機種名

A B C

19型ワイド

449.5 mm (+1/-0 mm)
(17.7 in [+0.04/-0 in])

279.5 mm (+1/-0 mm)
(11.0 in [+0.04/-0 in])

1.6...5 mm (0.06...0.2 in)

取り付け手順

危険
感電、爆発、閃光アークの危険性

• システムのカバーまたは部品を取り外す前、および付属品、ハードウェア、または
ケーブルの取り付け/取り外しの前に、装置のすべての電源を外してください。

• 本製品の取り付け/取り外しの前に、本製品および電源供給元の両方から電源
ケーブルを外してください。

• 電源オフの確認の際は、必ず正しい定格の電圧検出装置を使用し、電源が供給
されていないことを確認してください。

• 本製品に電源を入れる前に、システム内のすべてのカバーおよび部品を取り付け
て固定してください。

• 本製品を使用する際には、必ず指定の電圧をご使用ください。DCモデルは
24 Vdc、ACモデルは 100～ 240 Vacの電源を使用するように設計されていま
す。電源を入れる前に、デバイスに DC電源と AC電源のいずれが供給されてい
るかを常に確認してください。

これらの指示に従わない場合は、死亡または重傷を負うことになります。

注記
機器の損傷

取り付け金具を取り付ける、または取り外す間は、パネルカットの中で本製品を安定さ
せてください。

これらの指示に従わない場合は、機器を破損する可能性があります。

注記
エンクロージャーの破損

指定以上のトルクをかけないでください。

これらの指示に従わない場合は、機器を破損する可能性があります。

1. 本製品の周囲にあるベゼルの溝に、防滴ガスケットがしっかり装着されていることを
確認します。

注:防滴ガスケットは、防滴効果に加え振動吸収効果を得るために必ず使用し
てください。防滴ガスケットの交換方法については、防滴ガスケットの交換,
ページ 110を参照してください。

2. パネルカット寸法,ページ 63にしたがって、パネルに取り付け穴を開け、パネルタイ
プを前面側から取り付けます。

64 PS6000-MM01-JA_00



取り付けと配線

3. パネルタイプの上部にある脱落防止フックがパネルに掛かっていることを確認しま
す。

A B

A. 脱落防止フック

B. パネル

4. 上下左右にある金具穴に取り付け金具を差し込み、ドライバーで対角かつ交互に
少しずつネジを締めます。

注:適正な締め付けトルクは 0.7 N•m (6.2 lb-in)です。

A

A. パネル

各パネルタイプの取り付け金具数は以下の通りです。

12型 上 - 2,下 - 2

12型以上 上 - 3,下 - 3,左 - 1,右 - 1
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取り外し手順

危険
感電、爆発、閃光アークの危険性

• システムのカバーまたは部品を取り外す前、および付属品、ハードウェア、または
ケーブルの取り付け/取り外しの前に、装置のすべての電源を外してください。

• 本製品の取り付け/取り外しの前に、本製品および電源供給元の両方から電源
ケーブルを外してください。

• 電源オフの確認の際は、必ず正しい定格の電圧検出装置を使用し、電源が供給
されていないことを確認してください。

• 本製品に電源を入れる前に、システム内のすべてのカバーおよび部品を取り付け
て固定してください。

• 本製品を使用する際には、必ず指定の電圧をご使用ください。DCモデルは
24 Vdc、ACモデルは 100～ 240 Vacの電源を使用するように設計されていま
す。電源を入れる前に、デバイスに DC電源と AC電源のいずれが供給されてい
るかを常に確認してください。

これらの指示に従わない場合は、死亡または重傷を負うことになります。

注意
怪我のおそれ

パネルから取り外す際は、本製品を落とさないようにご注意ください。

• 金具を取り外した後、本製品を支えていてください。

• 両手を使用してください。

• 脱落防止フックを押し込む際は、指を怪我しないように十分ご注意ください。

これらの指示に従わない場合は、負傷する、または機器を破損する可能性がありま
す。

注記
機器の損傷

取り付け金具を取り付ける、または取り外す間は、パネルカットの中で本製品を安定さ
せてください。

これらの指示に従わない場合は、機器を破損する可能性があります。

注記
機器の損傷

脱落防止フックを押し込みながら、または脱落防止フックがパネルに当たらないよう、
本製品を取り外してください。

これらの指示に従わない場合は、機器を破損する可能性があります。
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1. ドライバーを使用して、上下左右にある取り付け金具を対角かつ交互に少しずつ左
回しに緩めます。

注:ご使用機種の取り付け金具数については、取り付け手順,ページ 64の手
順 4、取り付け金具数を参照してください。

A

A. 背面

2. パネルタイプ上面の脱落防止フックを押し込みながら、パネルタイプをパネルから
ゆっくり取り外します。

A

A

電源の配線

AC/DC電源ケーブルの準備

危険
感電、爆発、閃光アークの危険性

• システムのカバーまたは部品を取り外す前、および付属品、ハードウェア、または
ケーブルの取り付け/取り外しの前に、装置のすべての電源を外してください。

• 本製品の電力端子に配線を行う前に電源が供給されていないことを確認してくだ
さい。

• 電源オフの確認の際は、必ず正しい定格の電圧検出装置を使用し、電源が供給
されていないことを確認してください。

• 本製品に電源を入れる前に、システム内のすべてのカバーおよび部品を取り付け
て固定してください。

• 本製品を使用する際には、必ず指定の電圧をご使用ください。DCモデルは
24 Vdc、ACモデルは 100～ 240 Vacの電源を使用するように設計されていま
す。電源を入れる前に、デバイスに DC電源と AC電源のいずれが供給されてい
るかを常に確認してください。

• 本製品には電源スイッチがないため、ブレーカーを取り付けてください。

• 本製品の FG/PE端子を必ず接地してください。

これらの指示に従わない場合は、死亡または重傷を負うことになります。
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注:
• SG (信号接地) と FG (フレームグランド)は本製品内部で接続されています。

• FG/PE端子を接続する場合はアースに落としてあるかを確認してください。本
製品に接地が施されていないと、電磁妨害 (EMI)がひどくなることがあります。

• 接地線には電源線と同じかそれ以上の太さの線を使用してください。

• 電源用のケーブルにアルミニウム電線を使用しないでください。

• 短絡防止のため、推奨する絶縁スリーブ付き棒端子をご使用ください。

• より線を使用する場合、芯線のよじりが適切でないと、芯線のヒゲ線同士またはヒゲ
線と隣の電極とが短絡するおそれがあります。

• 芯線の種類は単線またはより線です。

• 温度定格が 75 °C (167 °F)以上の銅芯線を使用してください。

• AC入力には最大 20 Aの分岐回路保護装置をご使用ください。

• ACモデルは過電圧カテゴリー II以下の環境で UL認証を取得しています。

• DC入力には、SELV (安全超低電圧)回路と LIM (限定エネルギー)回路を使用し
てください。

AC/DC電源ケーブル

推奨断面積 0.75...3.5 mm2 (18...12 AWG)*1

芯線の状態 単線またはより線*2

芯線の長さ

 10
0.39

mm
 in

推奨ドライバー*3 SZS 0.6x3.5 (1205053)

推奨棒端子*3 3201288 AI 0,75-10 GY
3200182 AI 1 -10 RD
3200195 AI 1,5 -10 BK
3202533 AI 2,5 -10 BU

推奨棒端子用圧着工具*3 CRIMPFOX 6

*1 DCモデルでは高レベルの電流が流れるため、配線による電圧降下を最小限に抑え
るために太い線の使用をお勧めします。

*2 より線を使用する場合は、電線の許容電流値に留意してください。

*3 品目はフエニックス・コンタクト (株)製です。

AC接地線

推奨断面積 2 mm2 以上 (14 AWG以上)

リング端子サイズ*1

A

B

A. Φ4.3 mm (0.17 in)以上

B. 7.2 mm (0.28 in)以下

推奨リング端子*2 V2-P4
V5.5-S4

*1 ネジの緩みによる短絡防止のため、絶縁スリーブ付き圧着端子をご使用ください。

*2 品目は日本圧着端子製造 (株)製です。
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AC電源ケーブル接続方法

AC電源コネクター: スプリング端子台

L

N

接続端子 配線

L ライブ

N ニュートラル

AC電源ケーブル接続方法

1. 本体の PE端子のネジを緩め、接地線を接続してネジを締めます。

注:
• 適正な締め付けトルクは 1.5 N•m (13.3 lb-in)です。

• PE端子に正しく電線が接続されていないと、タッチが正常に応答しない
場合があります。

A B

C

A. アドバンストボックス

B. スタンダードボックス

C. 本マークは温度定格が 75 °C (167 °F)以上の銅芯線を使用する必要がある
ことを示しています。

2. 通電されていないことを確認します。

3. 各電源ケーブルの端に棒端子を適切に圧着します。

4. 小型のマイナスドライバーを使用して開口ボタンを押し、必要なピンの穴を開けま
す。
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5. 対応する電源ケーブル内の各電線を穴の奥まで差し込みます。開口ボタンを離す
と穴が閉まり、固定されます。

注:
• より線を使用する場合は、隣の配線と短絡しないようにしてください。

• より線で接続する場合は、より線をはんだ付けしないでください。

A DB

C

L

N

E

E

A. 電源ケーブル

B. 黒色

C. 白色

D. 開口ボタン

E. ネジ

6. 2つの電線を挿入した後、AC電源コネクターを本製品の電源コネクターに挿入し
ます。

7. コネクターの両端のネジを締めます。

注:適正な締め付けトルクは 0.5 N•m (4.4 lb-in)です。

DC電源ケーブル接続方法

DC電源コネクター: スプリング端子台

+

-

FG

接続端子 配線

+ 24 Vdc

- 0 Vdc

FG 本製品の筐体に接続されている接地用端子

DC電源ケーブル接続方法

1. 通電されていないことを確認します。

2. 各電源ケーブルの端に棒端子を適切に圧着します。

3. 小型のマイナスドライバーを使用して開口ボタンを押し、必要なピンの穴を開けま
す。
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4. 対応する電源ケーブル内の各電線を穴の奥まで差し込みます。開口ボタンを離す
と穴が閉まり、固定されます。

注:
• より線を使用する場合は、隣の配線と短絡しないようにしてください。

• より線で接続する場合は、より線をはんだ付けしないでください。

• FG端子に正しく電線が挿入されていないと、タッチが正常に応答しない
場合があります。

• PE端子の使用は不要です。

A BC

FG

+ (24 Vdc)

- (0 Vdc)

C

A. 電源ケーブル

B. 開口ボタン

C. ネジ

5. 3つの電線を挿入した後、DC電源コネクターを本製品の電源コネクターに挿入し
ます。

6. コネクターの両端のネジを締めます。

注:適正な締め付けトルクは 0.5 N•m (4.4 lb-in)です。

電源供給時の注意事項

危険
短絡、火災、装置の意図しない動作

• 本製品のパネルやキャビネットへの取り付けは電源ケーブルや通信線を接続する
前に行なってください。

• 電源ケーブルはパネルまたはキャビネットにしっかり固定してください。

• 偶発的な接続の切り離しは避けてください。

これらの指示に従わない場合は、死亡または重傷を負うことになります。

耐ノイズ/耐サージ性を高めるために

• 本製品の主回路 (高電圧、大電流)線、動力線、入出力線、電源ケーブルは、それ
ぞれ束線や接近することなく、系列を分離して配線してください。動力線を別系統
で配線できない場合は、入出力線としてシールドケーブルを使用してください。

• 電源ケーブルはできるだけ短くし、必ず電源供給部に近いところから、より合わせて
(ツイストペアで)接続してください。

• 電源ラインのノイズが多い場合、ノイズ低減トランス、ノイズフィルター等を接続し、ノ
イズを減少させてから給電してください。

• 雷サージ対策にサージ保護デバイスを接続してください。

• 耐ノイズ性を高めるためには、電源ケーブルにフェライトコアを取り付けてください。
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電源の接続

• 本製品に電力を供給するときは、図のように接続してください。

(B)
(A)

(C)

(B)
(A)

(C)
T

A. 主電源

B. 本製品

C. その他の機器

• 以下にサージ保護デバイス接続を示します。

(A)

(B)

(C)

FG

(D)

(E)
(F)

A. 雷

B. 避雷針

C. 接地

D. 本製品

E. 適度な距離をとる

F. サージ保護デバイス

• 直撃雷による大きな電磁界の影響により誘導雷サージが発生し、本製品の破損を
招くおそれがありますので、サージ保護デバイスを設置してください。

また、本製品のわたり接地線は、できるだけサージ保護デバイスの接地端子に近
い位置に接続することをお勧めします。

落雷時の大きな雷サージエネルギーが避雷針の接地へ流れることにより、接地電
位の変動による本製品への影響が予測されます。避雷針の接地点と、サージ保護
デバイスの接地点を十分離すことをお勧めします。
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• 電圧変動が規定値以上の場合は、安定化電源を接続してください。

FG

(B)

(A) (C)

A. 安定化電源

B. より線

C. 本製品

• 線と地面との間ではノイズの少ない電源を使用してください。ノイズが多い場合は、
絶縁トランス (ノイズカットトランス)を接続してください。絶縁トランスの容量は、ボッ
クスモジュールも含めた定格値以上のものを使用してください。電気的仕様,ペー
ジ 26を参照してください。

FG

(B)

(A) (C)

A. 絶縁トランス

B. より線

C. 本製品

接地

専用接地

FG/PE端子は必ずアースに落としてください。本製品と他のデバイスの FG/PEは以下
のように必ず分離してください。

(B)(A)

A. 本製品

B. その他の機器

注意事項

• 接地抵抗が 100 Ω以下であることを確認してください。*1

• 2 mm2 (AWG 14)以上の FG/PE (接地用)電線を使用してください*1。接地点は、
本製品の近くで接地線の距離を短くしてください。接地線が長くなる場合は、太い
絶縁線を通して敷設してください。

• SG (信号接地) と FG (フレームグランド)は本製品内部で接続されています。他の
機器と SGを接続する場合、グランドループが形成されないように注意してくださ
い。

*1 地域の規定および基準に従ってください。
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共有接地

本製品に接地が施されていないと、電磁妨害 (EMI)がひどくなることがあります。接地
は EMC レベルの電磁波耐性を保証できるものにします。EMIは過度の電磁干渉を引
き起こすおそれがあります。次の共有接地をのぞく接地線のわたり配線は絶対に行わな
いでください。専用接地がとれないときは、共有接地としてください。共有接地点が D種
接地相当であれば、利用することができます。

共有接地:良

(B)(A)

A. 本製品

B. その他の機器

わたり接地:禁止

(B)(A)

A. 本製品

B. その他の機器

ストレージの取り付け

HDD/SSDの取り付け

アドバンストボックスには 2台の HDD または SSD、スタンダードボックスには 1台の
HDD または SSDを取り付けることができます。
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危険
感電、爆発、閃光アークの危険性

• システムのカバーまたは部品を取り外す前、および付属品、ハードウェア、または
ケーブルの取り付け/取り外しの前に、装置のすべての電源を外してください。

• 本製品および電源供給元の両方から電源ケーブルを外してください。

• 電源オフの確認の際は、必ず正しい定格の電圧検出装置を使用し、電源が供給
されていないことを確認してください。

• 本製品に電源を入れる前に、システム内のすべてのカバーおよび部品を取り付け
て固定してください。

• 本製品を使用する際には、必ず指定の電圧をご使用ください。DCモデルは
24 Vdc、ACモデルは 100～ 240 Vacの電源を使用するように設計されていま
す。電源を入れる前に、デバイスに DC電源と AC電源のいずれが供給されてい
るかを常に確認してください。

これらの指示に従わない場合は、死亡または重傷を負うことになります。

注意
ストレージデバイスの損傷とデータの損失

• ストレージカードの抜き差しは、すべての電源を切ってから行ってください。

• Pro-face製本製品用オプションのストレージデバイスのみを使用してください。

• ストレージデバイスには寿命があり、また偶発的なデータの損失は常に発生する
可能性があるので定期的にデータのバックアップを行ってください。

• ストレージデバイスを挿入する前に向きが正しいことを確認してください。

• ストレージデバイスを曲げたり、落としたり、強い衝撃を与えたりしないでください。

• ストレージデバイスのコネクターに触れないでください。

• ストレージデバイスの分解や改造を行わないでください。

• ストレージデバイスを濡らさないようにしてください。

これらの指示に従わない場合は、負傷する、または機器を破損する可能性がありま
す。

注意
過度の振動

HDDの取り付けや取り外しの際は振動や衝撃を与えないよう十分ご注意ください。

これらの指示に従わない場合は、負傷する、または機器を破損する可能性がありま
す。

注記
静電気放電

カバーを取り外す前に、静電気放電に対する十分な保護対策を行ってください。

これらの指示に従わない場合は、機器を破損する可能性があります。

注記
エンクロージャーの破損

指定以上のトルクをかけないでください。

これらの指示に従わない場合は、機器を破損する可能性があります。

1. ボックスモジュールの電源を遮断します。
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2. 筐体または接地接続 (電源以外)に触れて、作業者の身体に蓄積された静電気を
放電します。

3. メンテナンスハッチカバーの 5本のネジを外し、カバーをスライドさせて取り外しま
す。

4. HDD または SSDをスロットに挿入します。

アドバンストボックス 2 スロット (上: Disk 2、下: Disk 1)
スタンダードボックス 1 スロット (Disk 1)

5. HDD または SSDを取り外すときは、タブを引きます。

A

A. タブ

6. メンテナンスハッチカバーを取り付け、ネジを締めます。

注:適正な締め付けトルクは 0.3 N•m (2.7 lb-in)です。

M.2 SSDの取り付け

以下にM.2 SSDカードの取り付け方法を説明します。M.2 SSDカードのサイズは、
Type 2242に準拠しています。M.2 SSDが Disk 0になります。

M.2 SSDを取り付ける場合、オプションの M.2冷却キットが必要です。ご購入の上、以
下の手順に沿って取り付けてください。
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アドバンストボックス用 M.2冷却キット: PFXYP6HSM2A*1

スタンダードボックス用 M.2冷却キット: PFXYP6HSM2S
*1 アドバンストボックスにファンキットを取り付けてご使用の場合は、M.2冷却キットは不
要です。

M.2冷却キットの梱包内容

アドバンストボックス用

A B C D

スタンダードボックス用

A B C D

A. ヒートシンクパッド (下用)
B. ヒートシンクパッド (上用)
C. ヒートシンク

D. ヒートシンク用ネジ

危険
感電、爆発、閃光アークの危険性

• システムのカバーまたは部品を取り外す前、および付属品、ハードウェア、または
ケーブルの取り付け/取り外しの前に、装置のすべての電源を外してください。

• 本製品および電源供給元の両方から電源ケーブルを外してください。

• 電源オフの確認の際は、必ず正しい定格の電圧検出装置を使用し、電源が供給
されていないことを確認してください。

• 本製品に電源を入れる前に、システム内のすべてのカバーおよび部品を取り付け
て固定してください。

• 本製品を使用する際には、必ず指定の電圧をご使用ください。DCモデルは
24 Vdc、ACモデルは 100～ 240 Vacの電源を使用するように設計されていま
す。電源を入れる前に、デバイスに DC電源と AC電源のいずれが供給されてい
るかを常に確認してください。

これらの指示に従わない場合は、死亡または重傷を負うことになります。
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注意
ストレージデバイスの損傷とデータの損失

• ストレージカードの抜き差しは、すべての電源を切ってから行ってください。

• Pro-face製本製品用オプションのストレージデバイスのみを使用してください。

• ストレージデバイスには寿命があり、また偶発的なデータの損失は常に発生する
可能性があるので定期的にデータのバックアップを行ってください。

• ストレージデバイスを挿入する前に向きが正しいことを確認してください。

• ストレージデバイスを曲げたり、落としたり、強い衝撃を与えたりしないでください。

• ストレージデバイスの内部やコネクターに触れないでください。

• ストレージデバイスの分解や改造を行わないでください。

• ストレージデバイスを濡らさないようにしてください。

これらの指示に従わない場合は、負傷する、または機器を破損する可能性がありま
す。

注記
静電気放電

カバーを取り外す前に、静電気放電に対する十分な保護対策を行ってください。

これらの指示に従わない場合は、機器を破損する可能性があります。

注記
エンクロージャーの破損

指定以上のトルクをかけないでください。

これらの指示に従わない場合は、機器を破損する可能性があります。

1. ボックスモジュールの電源を遮断します。

2. 筐体または接地接続 (電源以外)に触れて、作業者の身体に蓄積された静電気を
放電します。

3. メンテナンスハッチカバーの 5本のネジを外し、カバーをスライドさせて取り外しま
す。
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4. M.2 SSDカードの取り付け位置にヒートシンクパッド (下用)を置きます。アドバンス
トボックスにファンキットを取り付けてご使用になる場合はこの手順は不要です。

A B

A. アドバンストボックス

B. スタンダードボックス

5. 本体上の M.2 SSDカード取り付け位置のネジを外します。

注: H型プラスドライバー 1番 の使用をお勧めします。

A B

A. アドバンストボックス

B. スタンダードボックス

6. 以下の図のように M.2 SSDカードを斜めに挿入し、上から押し込みます。
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7. 手順 5で取り外したネジでM.2 SSDカードを固定します。アドバンストボックスに
ファンキットを取り付けてご使用になる場合は、手順 8 と手順 9は不要です。

注:
• H型プラスドライバー 1番の使用をお勧めします。

• 適正な締め付けトルクは 0.2 N•m (1.77 lb-in)です。

8. M.2 SSDの上にヒートシンクパッド (上用)を置きます。

80 PS6000-MM01-JA_00



取り付けと配線

9. ヒートシンクを置き、ネジで取り付けます。

注:適正な締め付けトルクは 0.3 N•m (2.7 lb-in)です。

A B

A. アドバンストボックス

B. スタンダードボックス

10. メンテナンスハッチカバーを取り付け、ネジを締めます。

注:適正な締め付けトルクは 0.3 N•m (2.7 lb-in)です。

拡張スロットの取り付け

PCI/PCIeの取り付け

PCI/PCIeカードスロット付きのアドバンストボックスを使用する場合、市販の PCI/PCIe
カードを取り付けることができます。PCI/PCIeカードは、以下の構成で取り付けることが
できます。

スロット 1 スロット 2

PCI x 1 + PCIe x 1 PCI PCIe

PCIe x 2 PCIe1 PCIe2

PCI x 2 PCI1 PCI2

注:
• PCI/PCIeカードの総消費電力は、カードを 1枚装着でも 2枚装着でも最大

12 Wです。

• PCI/PCIeカードのサイズについては、 機能仕様,ページ 36を参照してくださ
い。
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危険
感電、爆発、閃光アークの危険性

• システムのカバーまたは部品を取り外す前、および付属品、ハードウェア、または
ケーブルの取り付け/取り外しの前に、装置のすべての電源を外してください。

• 本製品および電源供給元の両方から電源ケーブルを外してください。

• 電源オフの確認の際は、必ず正しい定格の電圧検出装置を使用し、電源が供給
されていないことを確認してください。

• 本製品に電源を入れる前に、システム内のすべてのカバーおよび部品を取り付け
て固定してください。

• 本製品を使用する際には、必ず指定の電圧をご使用ください。DCモデルは
24 Vdc、ACモデルは 100～ 240 Vacの電源を使用するように設計されていま
す。電源を入れる前に、デバイスに DC電源と AC電源のいずれが供給されてい
るかを常に確認してください。

これらの指示に従わない場合は、死亡または重傷を負うことになります。

注記
静電気放電

カバーを取り外す前に、静電気放電に対する十分な保護対策を行ってください。

これらの指示に従わない場合は、機器を破損する可能性があります。

注記
エンクロージャーの破損

指定以上のトルクをかけないでください。

これらの指示に従わない場合は、機器を破損する可能性があります。

1. ボックスモジュールの電源を遮断します。

2. 筐体または接地接続 (電源以外)に触れて、作業者の身体に蓄積された静電気を
放電します。

3. PCI/PCIe スロットカバーのネジ (4個)を取り外します。
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4. カバー上部の矢印の方向にスライドさせて取り外します。

5. インターフェイスカバーのネジを外し、カバーを取り外します。

6. PCI/PCIeカードを挿入し、手順 5で取り外したネジでカードを固定します。

注:適正な締め付けトルクは 0.3 N•m (2.7 lb-in)です。

A

A. PCI/PCIeカード

7. PCI/PCIe スロットカバーを取り付け、ネジを締めます。

注:適正な締め付けトルクは 0.3 N•m (2.7 lb-in)です。
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メモリーの取り付け

DIMMの取り付け

危険
感電、爆発、閃光アークの危険性

• システムのカバーまたは部品を取り外す前、および付属品、ハードウェア、または
ケーブルの取り付け/取り外しの前に、装置のすべての電源を外してください。

• 本製品および電源供給元の両方から電源ケーブルを外してください。

• 電源オフの確認の際は、必ず正しい定格の電圧検出装置を使用し、電源が供給
されていないことを確認してください。

• 本製品に電源を入れる前に、システム内のすべてのカバーおよび部品を取り付け
て固定してください。

• 本製品を使用する際には、必ず指定の電圧をご使用ください。DCモデルは
24 Vdc、ACモデルは 100～ 240 Vacの電源を使用するように設計されていま
す。電源を入れる前に、デバイスに DC電源と AC電源のいずれが供給されてい
るかを常に確認してください。

これらの指示に従わない場合は、死亡または重傷を負うことになります。

注意
メモリーモジュールの損傷とデータの損失

• メモリーモジュールの抜き差しは、すべての電源を切ってから行ってください。

• Pro-face製本製品用オプションのメモリーモジュールのみを使用してください。

• メモリーモジュールを挿入する前に向きが正しいことを確認してください。

• メモリーモジュールを曲げたり、落としたり、強い衝撃を与えたりしないでください。

• メモリーモジュールの内部やコネクターに触れないでください。

• メモリーモジュールの分解や改造を行わないでください。

• メモリーモジュール濡らさないようにしてください。

これらの指示に従わない場合は、負傷する、または機器を破損する可能性がありま
す。

注記
静電気放電

カバーを取り外す前に、静電気放電に対する十分な保護対策を行ってください。

これらの指示に従わない場合は、機器を破損する可能性があります。

注記
エンクロージャーの破損

指定以上のトルクをかけないでください。

これらの指示に従わない場合は、機器を破損する可能性があります。

1. ボックスモジュールの電源を遮断します。

2. 筐体または接地接続 (電源以外)に触れて、作業者の身体に蓄積された静電気を
放電します。
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3. メンテナンスハッチカバーの 5本のネジを外し、カバーをスライドさせて取り外しま
す。

4. 以下の図のように DIMMモジュールを斜めに挿入し、上から押し込みます。

5. メンテナンスハッチカバーを取り付け、ネジを締めます。

注:適正な締め付けトルクは 0.3 N•m (2.7 lb-in)です。

オプションインターフェイスの取り付け

共通取り付け手順

概要

本製品では、カートリッジ式のインターフェイスをオプションとして取り付けることができま
す。アドバンストボックスでは 2 スロット、スタンダードボックスでは 1 スロットを取り付ける
ことができます。ここではオプションインターフェイスのボックスモジュールへの取り付け
方法を説明します。

一部のオプションインターフェイスでは、本体へ挿入する以外に作業が必要なものがあ
ります。詳細は各オプションインターフェイスのページにて確認してください。
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取り付け

危険
感電、爆発、閃光アークの危険性

• システムのカバーまたは部品を取り外す前、および付属品、ハードウェア、または
ケーブルの取り付け/取り外しの前に、装置のすべての電源を外してください。

• 本製品および電源供給元の両方から電源ケーブルを外してください。

• 電源オフの確認の際は、必ず正しい定格の電圧検出装置を使用し、電源が供給
されていないことを確認してください。

• 本製品に電源を入れる前に、システム内のすべてのカバーおよび部品を取り付け
て固定してください。

• 本製品を使用する際には、必ず指定の電圧をご使用ください。DCモデルは
24 Vdc、ACモデルは 100～ 240 Vacの電源を使用するように設計されていま
す。電源を入れる前に、デバイスに DC電源と AC電源のいずれが供給されてい
るかを常に確認してください。

これらの指示に従わない場合は、死亡または重傷を負うことになります。

注記
静電気放電

カバーを取り外す前に、静電気放電に対する十分な保護対策を行ってください。

これらの指示に従わない場合は、機器を破損する可能性があります。

注記
エンクロージャーの破損

指定以上のトルクをかけないでください。

これらの指示に従わない場合は、機器を破損する可能性があります。

注:以下のインターフェイスを使用する場合、ボックスモジュール単体で壁取り付け
または平面取り付けで取り付けを行う際は注意が必要です。

• RS-232C絶縁タイプ x 2
• RS-422/485絶縁タイプ x 2

スタンダードボックスを上記インターフェイス付きでご購入された場合は、すでに取り
付けられているインターフェイスをいったん取り外し、ボックスモジュールをパネルへ
取り付けてから、再度インターフェイスを取り付けてください。ご購入後にアドバンス
トボックスのインターフェイススロット 2に、またはスタンダードボックスに上記インター
フェイスを取り付ける場合は、ボックスモジュールをパネルに取り付けてからインター
フェイスを取り付けてください。

1. ボックスモジュールの電源を遮断します。

2. 筐体または接地接続 (電源以外)に触れて、作業者の身体に蓄積された静電気を
放電します。
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3. オプションインターフェイスカバーのネジを外し、カバーを取り外します。

4. 「UP」と示されている面を上に向けて、オプションインターフェイスをボックスモ
ジュールに挿入し、ネジを締めます。

注:適正な締め付けトルクは 0.3 N•m (2.7 lb-in)です。

シリアルインターフェイスオプションをご使用の前に

以下のシリアルインターフェイスオプションの使用上の注意について説明します。

• RS-232C絶縁タイプ x 2
• RS-232C x 4
• RS-422/485絶縁タイプ x 2

シリアルインターフェイスオプションでは、オプションの内部構造上、物理的には存在し
ない COMポート番号が割り当てられています。以下の COMポート番号に関する注意
をご一読のうえ、シリアルインターフェイスオプションを使用してください。

取り付け時の注意:
アドバンストボックス、アドバンストモデルをご使用の際に 2 スロットともシリアルインター
フェイスオプションを取り付ける場合は、必ずスロット 1側から取り付けてください。各部
名称とその機能,ページ 20参照。

COMポート番号:
ボックスモジュール上のシリアルポートは COM1に割り当てられています。また COM2
ポートは予備となっています。よって、シリアルインターフェイスオプションの COMポート
番号は　COM3から始まります。

物理的に 2ポートのみのシリアルインターフェイスオプションも、内部的には 4ポート存
在しています。

RS-232C絶縁タイプ x 2および RS-422 x 2:
本体へ取り付け後、左側から COM3、COM4 となります。前述のとおり内部的には 4
ポート持っており、COM5、COM6 も存在しています。Windows® デバイスマネージャー
やその他アプリケーションで COM5、COM6が表示されますが、使用することはできま
せん。

注: RS-422 x 2についてはポート取り付け手順を必ず確認してください。RS-422/
485絶縁タイプ x 2,ページ 92参照。
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RS-485 x 2:
本体へ取り付け後、左側から COM5、COM6 となります。前述のとおり内部的には 4
ポート持っており、COM3、COM4 も存在しています。Windows® デバイスマネージャー
やその他アプリケーションで COM3、COM4が表示されますが、使用することはできま
せん。

注: RS-485 x 2についてはポート取り付け手順を必ず確認してください。RS-422/
485絶縁タイプ x 2,ページ 92参照。

RS-232C x 4:
ケーブル先端の RS-232Cポートには P2から P5の番号が付いています。P2から順
に COM3 ~ COM6 となります。このオプションについては、物理ポートと内部ポートは一
致します。

2 スロットともシリアルインターフェイスオプションを取り付けた場合:
スロット 1側は COM3 ~ COM6、スロット 2側は COM7 ~ COM10 となります。無効とな
る番号は前述の各シリアルインターフェイスオプションで記載のとおり、RS-232C絶縁タ
イプ x 2および RS-422 x 2では後半 2ポート、RS-485 x 2については前半 2ポート
が無効になります。RS-232C x 4は 4ポートとも有効です。

例 1
スロット 1に RS-232C絶縁タイプ x 2、スロット 2に RS-422 x 2を取り付けた場合、
COM3、COM4、COM7、COM8が有効となります。

COM3 COM4 COM7 COM8

例 2
スロット 1に RS-232C絶縁タイプ x 2、スロット 2に RS-485 x 2を取り付けた場合、
COM3、COM4、COM9、COM10が有効となります。

COM3 COM4 COM9 COM10

2 スロットのうち片方のみシリアルインターフェイスオプションを取り付けた場合:
スロット 1、スロット 2のいずれに取り付けた場合も、無効となる番号は前述の各シリアル
インターフェイスオプションで記載のとおりです。

例 1
スロット 1にWifFi/Bluetoothオプション、スロット 2に RS-232C絶縁タイプ x 2を取り
付けた場合、COM3、COM4が有効となります。

COM3 COM4
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RS-232C絶縁タイプ x 2

仕様

A B

A. 本体へ取り付け後、右側

B. 本体へ取り付け後、左側

調歩同期式 RS-232C絶縁タイプ x 2

データ長 7/8ビット

ストップビット 1/2ビット

パリティ なし/偶数/奇数

通信速度 2,400...115,200 bps

コネクター D-Sub 9 ピン (プラグ)

消費電力 (最大) 0.66 W

シリアルインターフェイスにはアイソレーション機能があります。内部で SG (信号接地) と
FG (フレームグランド)が接続されていません。シリアルインターフェイスコネクターが
D-Subの場合は、FG端子をシェルに接続してください。

危険
感電と火災の危険

SG端子を使って本製品と外部装置をつなぐ場合は、

• グランドループが形成されないようにシステムを設計してください。

• 接続相手がアイソレーションされていない場合、SG と接続相手側の SGを接続し
てください。

• 回路故障のリスク軽減のため、SGを信頼できる接地接続に接続してください。

これらの指示に従わない場合は、死亡または重傷を負うことになります。

注意
通信の途切れ

• ポートには過剰な応力がかからないようにしてください。

• 通信ケーブルはパネルまたは盤内にしっかり固定してください。

• ジャックスクリュー付きの D-Sub 9ピンコネクターを使用してください。

これらの指示に従わない場合は、負傷する、または機器を破損する可能性がありま
す。

注:定格電流を使用してください。
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ピン割り当て

D-Sub 9ピン プラグコネクター

モジュール側

69

15

ピン番号 RS-232C

信号名 方向 内容

1 CD 入力 キャリア検出

2 RD (RXD) 入力 受信データ

3 SD (TXD) 出力 送信データ

4 ER (DTR) 出力 データ端末レディ

5 SG - 信号グランド (絶縁)

6 DR (DSR) 入力 データセットレディ

7 RS (RTS) 出力 送信要求

8 CS (CTS) 入力 送信可

9 CI (RI) 入力 被呼表示

Shell FG - フレームグランド

推奨ジャックスクリューは #4-40 (UNC)です。

RS-232C x 4

仕様

付属のケーブルを接続することで、RS-232Cを 4ポート使用することができます。

調歩同期式 RS-232C (非絶縁タイプ) x 4

データ長 7/8ビット

ストップビット 1/2ビット

パリティ なし/偶数/奇数

通信速度 2,400...115,200 bps

コネクター D-Sub 37 ピン (プラグ、モジュール側)

D-Sub 9 ピン (プラグ、延長ケーブル側)

消費電力 (最大) 0.58 W
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シリアルインターフェイスにはアイソレーション機能はありません。内部で SG (信号接地)
と FG (フレームグランド)が接続されています。シリアルインターフェイスコネクターが
D-Subの場合は、FG端子をシェルに接続してください。

危険
感電と火災の危険

SG端子を使って本製品と外部装置をつなぐ場合は、

• グランドループが形成されないようにシステムを設計してください。

• 接続相手がアイソレーションされていない場合、SG と接続相手側の SGを接続し
てください。

• 回路故障のリスク軽減のため、SGを信頼できる接地接続に接続してください。

これらの指示に従わない場合は、死亡または重傷を負うことになります。

注意
通信の途切れ

• ポートには過剰な応力がかからないようにしてください。

• 通信ケーブルはパネルまたは盤内にしっかり固定してください。

• ジャックスクリュー付きの D-Sub 9ピンコネクターを使用してください。

これらの指示に従わない場合は、負傷する、または機器を破損する可能性がありま
す。

注:定格電流を使用してください。

ピン割り当て

D-Sub 9ピン プラグコネクター

延長ケーブル側

69

15

ピン番号 RS-232C

信号名 方向 内容

1 CD 入力 キャリア検出

2 RD (RXD) 入力 受信データ

3 SD (TXD) 出力 送信データ

4 ER (DTR) 出力 データ端末レディ

5 SG - 信号グランド (非絶縁)

6 DR (DSR) 入力 データセットレディ

7 RS (RTS) 出力 送信要求

8 CS (CTS) 入力 送信可

9 CI (RI) 入力 被呼表示

Shell FG - フレームグランド (SG共通)

推奨ジャックスクリューは #4-40 (UNC)です。
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RS-422/485絶縁タイプ x 2

仕様

本インターフェイスは工場出荷時に RS-485 インターフェイスが接続されています。
RS-422 インターフェイスも付属しており、状況に応じて付け替えて使用することができ
ます。

A B

A. 本体へ取り付け後、右側

B. 本体へ取り付け後、左側

C. 赤線

RS-485 インターフェイスケーブル

A

B
C

RS-422 インターフェイスケーブル

A

B
C

調歩同期式 RS-422 (絶縁タイプ) x 2、RS-485 (絶縁タイプ) x
2

データ長 7/8ビット

ストップビット 1/2ビット

パリティ なし/偶数/奇数

フロー制御 xon/xoff制御

通信速度 2,400...115,200 bps

コネクター D-Sub 9 ピン (プラグ)

消費電力 (最大) 0.58 W

シリアルインターフェイスにはアイソレーション機能があります。内部で SG (信号接地) と
FG (フレームグランド)が接続されていません。シリアルインターフェイスコネクターが
D-Subの場合は、FG端子をシェルに接続してください。
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危険
感電と火災の危険

SG端子を使って本製品と外部装置をつなぐ場合は、

• グランドループが形成されないようにシステムを設計してください。

• 接続相手がアイソレーションされていない場合、SG と接続相手側の SGを接続し
てください。

• 回路故障のリスク軽減のため、SGを信頼できる接地接続に接続してください。

これらの指示に従わない場合は、死亡または重傷を負うことになります。

注意
通信の途切れ

• ポートには過剰な応力がかからないようにしてください。

• 通信ケーブルはパネルまたは盤内にしっかり固定してください。

• ジャックスクリュー付きの D-Sub 9ピンコネクターを使用してください。

これらの指示に従わない場合は、負傷する、または機器を破損する可能性がありま
す。

注記
エンクロージャーの破損

指定以上のトルクをかけないでください。

これらの指示に従わない場合は、機器を破損する可能性があります。

注:定格電流を使用してください。

ピン割り当て

RS-422: D-Sub 9ピン プラグコネクター

モジュール側

69

15

ピン番号 RS-422

信号名 方向 内容

1 TxD- 出力 送信データ –

2 TxD+ 出力 送信データ +

3 RxD- 入力 受信データ –

4 RxD+ 入力 受信データ +

5 SG — 信号グランド (絶縁)

6 NC — 接続なし

7 NC — 接続なし

8 NC — 接続なし
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ピン番号 RS-422

信号名 方向 内容

9 NC — 接続なし

Shell FG — フレームグランド

RS-485: D-Sub 9ピン プラグコネクター

モジュール側

69

15

ピン番号 RS-485

信号名 方向 内容

1 データ – 入出力 通信データ –

2 データ + 入出力 通信データ +

3 NC — 接続なし

4 NC — 接続なし

5 SG — 信号グランド (絶縁)

6 NC — 接続なし

7 NC — 接続なし

8 NC — 接続なし

9 NC — 接続なし

Shell FG — フレームグランド

RS-422、RS-485共通

推奨ジャックスクリューは #4-40 (UNC)です。

RS-422への付け替え

1. ボックスレンチ (5 mm)を使用してインターフェイスのネジを外します。

2. カートリッジからインターフェイスコネクターを取り外し、基板に接続されているケー
ブルも外します。
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3. 以下の図のように、ケーブルの赤線が 1の位置に接続されるようにケーブルコネク
ターを装着します。赤線の付いているポートが B側になるように取り付けます。

注: RS-485を接続する場合は、2の位置に赤線が接続されるようにケーブル
コネクターを装着してください。

A

B 1

2

A. 赤線

4. RS-422 インターフェイスコネクターをカートリッジに挿入し、ネジを締めます。

注:適正な締め付けトルクは 0.3 N•m (2.7 lb-in)です。

終端抵抗設定

RS-422/485絶縁タイプ x 2をご使用の際は、終端抵抗の設定が必要です。以下の表
を参照して設定してください。

O
N

1
 2

 3
 4
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ディップス
イッチ

消灯 点灯 ポート

1 標準 終端 RS-422用 (赤線が付いているポート)

2 標準 終端 RS-422用 (赤線が付いていないポート)

3 標準 終端 RS-485用 (赤線が付いているポート)

4 標準 終端 RS-485用 (赤線が付いていないポート)

WiFi/Bluetooth (アンテナ付き)

仕様

アンテナを取り付けると、このインターフェイスでWiFi信号を受信できます。さらに受信
を増やすために、オプションのWiFi/Bluetooth延長ケーブル (3 m)
(PFXYP6CBWF3M)を接続することもできます。

注:
• 本製品および本オプションは、無線周波数に関する規格または認証を取得し

ていません。ご使用の国の規格および認証で必要な場合は取得してください。
Wifi/Bluetoothカードの認証情報は弊社ウェブサイトにて公開しております。
Wifi/Bluetooth型式 (PFXYP6MPWF)で検索してください。
https://www.pro-face.com/trans/ja/manual/1002.html

• 各国の法律、規制、基準に従って本製品をご使用ください。

梱包内容

A B C

A. WiFi/Bluetooth インターフェイス

B. アンテナ

C. WiFi/Bluetoothカード

アンテナサイズ

151
5.94

42
1.65

12
8

5.
04

mm
in

WiFi コネクター アンテナコネクター (SMAプラグ) x 2

通信速度 IEEE802.11a:最大 54 Mbps
IEEE802.11b:最大 11 Mbps
IEEE802.11g:最大 54 Mbps
IEEE802.11n:最大 600 Mbps
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IEEE802.11ac:最大 1733 Mbps

ネットワーク認証方式 WPA、WPA2、801.1X

データ暗号化方式 WEP (64ビットおよび 128ビット)、TKIP、AES-
CCMP (128ビット)、AES-GCMP (128ビットおよ
び 256ビット)

Bluetooth 対応規格 Bluetooth 5.1

パワークラス Class 1

消費電力 (最大) 5.1 W

警告
電磁干渉、電波干渉

WiFi/Bluetoothモジュールの使用制限に関する方針が不明な場合は、製品の電源
を入れる前にその場所の管理者や責任者の承認を得て下さい。

これらの指示に従わない場合は、死亡または重傷を負う、または機器を破損する可能
性があります。

2.4 GHz帯使用の無線機器について

WiFi/Bluetoothモジュールは、多くの無線機器で使用されている 2.4 GHz帯域を使用
します。電子レンジ等の産業・科学・医療用機器のほか、移動体識別用の構内無線局
(免許を要する無線局)および特定小電力無線局 (免許を要しない無線局)ならびにア
マチュア無線局 (免許を要する無線局)が運用されています。

1. 無線 LANモデルを使用する前に、近くで移動体識別用の構内無線局、特定小電
力、無線局、アマチュア無線局等の「他の無線局」が運用されていないことを 確認
してください。

2. 万が一、WiFi/Bluetoothモジュールと「他の無線局」との間に電波干渉が発生した
場合には、速やかにWiFi/Bluetoothモジュールの使用チャネルを変更するか、使
用場所を変えるか、または無線 LANモデルの運用を停止 (電波の発射を停止)
し、無線ネットワークを管理する管理者および責任者と対処をご相談ください。

無線 LANのセキュリティについて

無線 LANでは、セキュリティに関する設定を行っていない場合、以下のような問題が発
生する可能性があります。

1. 通信内容の盗用:
• 悪意ある第三者が、電波を故意に傍受し、IDやパスワード又はクレジットカー

ド番号等の個人情報、メールの内容等の通信 内容を盗み見られる可能性が
あります

2. 不正侵入:
悪意ある第三者が、次の目的で、無断で個人や会社内のネットワークへアクセスし
ている場合があります。

• 個人情報や機密情報を取り出す (情報漏洩)
• 特定の人物になりすまして通信し、不正な情報を流す (なりすまし)
• 傍受した通信内容を書き換えて発信する (改ざん)
• コンピューターウィルスなどを流しデータやシステムを破壊する (破壊)などの

行為をされてしまう可能性があります。

本来無線 LAN製品はセキュリティに関する仕組みを持っていますので、その設定を
行って製品を使用することで、上記問題が発生する可能性は少なくなります。

セキュリティの設定を行わないで使用した場合の問題を充分理解した上で、お客様自身
の判断と責任においてセキュリティに関する設定を行い、製品を使用することをお奨め
します。
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WiFi/Bluetoothカードとアンテナの取り付け

注意
通信の途切れ

ポートには過剰な応力がかからないようにしてください。

これらの指示に従わない場合は、負傷する、または機器を破損する可能性がありま
す。

注:
• アンテナは、本体をパネルに設置してから取り付けてください。

• WiFi/Bluetoothのアンテナ部分を手や体、その他の物でふさがないようにして
ください。アンテナがふさがれていると、WiFi/Bluetooth通信で干渉が発生す
る可能性があります。

1. インターフェイスユニットのWiFi/Bluetoothカード取り付け位置からネジを外しま
す。

2. 以下の図のようにWiFi/Bluetoothカードを斜めに挿入し、上から押し込みます。
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3. 手順 1で取り外したネジでWiFi/Bluetoothカードを固定します。

注:
• H型プラスドライバー 1番の使用をお勧めします。

• 適正な締め付けトルクは 0.2 N•m (1.77 lb-in)です。

4. 以下の図のように、アンテナケーブルコネクターをカード上のコネクターにしっかりと
差し込みます。インターフェイスを上から見て、左側のケーブルコネクターをコネク
ター 1に、右側のケーブルコネクターをコネクター 2に差し込みます。

1
22

5. アンテナをコネクターに右回しに差し込みます。

PS6000-MM01-JA_00 99



取り付けと配線

6. アンテナは上下左右に角度を変えることができます。

注:オプションのWiFi/Bluetooth延長ケーブル (3 m) (PFXYP6CBWF3M)を使用
してケーブルをパネルの外側に出す場合は、以下の開口寸法を参照してください。

5.9

0.23

6.
4

0.
25

mm
in

+0.1
-0
+0.003
-0

+0
.1

-0 +0
.0
03

-0

USB Type A/Type Cケーブル抜け防止クランプ

USBケーブル抜け防止クランプの取り付け

USBデバイスを使用する場合は、USBケーブル抜け防止クランプを USB インターフェ
イスに取り付け、USBケーブルの接続が外れることを防止してください。

警告
爆発の危険性

• 電源を遮断するか、危険区域でないことが確認できない限り、装置の切り離しをし
ないでください。

• 本製品にコネクターを取り付ける場合、または 本製品からコネクターを取り外す場
合は、その前に給電を止めてください。

• 電源、通信、および付属品の接続はポートに過剰な応力がかからないように行っ
てください。設置場所を決定するときは、振動環境を考慮してください。

• 電源、通信、および外部のケーブルはパネルまたはキャビネットにしっかりと取り付
けてください。

• 市販の USBケーブルのみを使用してください。

• 非発火性 USB機器以外は接続しないでください。

• USB インターフェイスを使用する前に USBケーブルが USB クランプを使って固
定されているか確認してください。

これらの指示に従わない場合は、死亡または重傷を負う、または機器を破損する可能
性があります。
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注: クリップのエッジは薄い形状のため手を切らないようにご注意ください。

1. USB Type Aの場合、クリップと USBケーブルのコネクターシェルの USBマーク

のついた面を重ね合わせます。USB Type Cの場合はどちらの面でも構
いません。USB Type A と USB Type Cのどちらの場合も、USBケーブルコネク
ターの長さが 27 ~ 43.5 mm (1.06 ~ 1.71 in) まで対応できます。

27...43.5 mm
(1.06...1.71 in) 

27...43.5 mm
(1.06...1.71 in) 

A B

A. USB Type A
B. USB Type C

2. クリップと USBケーブルのコネクターシェルの面を重ね合わせ、クリップを固定する
穴の位置を決めます。確実に固定するために、クリップの穴は、コネクターシェルの
根元から一番近いものを選んでください。

A

A. ここにタイを通します。

3. 図のように、タイをクリップの穴に通します。次に、USBケーブルがタイの輪の中を
通るようにタイを回してヘッドに少し通すと、クリップが USBケーブルに固定されま
す。

注:
• あらかじめヘッドの向きを確認しUSBケーブルがタイの輪の中を通った状

態でタイをヘッドに通せるようにしてください。

• 付属のタイは、PFXZCCLUSA、PFXYP6CLUSC、または幅 4.8 mm
(0.19 in)、厚さ 1.3 mm (0.05 in)の市販品で代用できます。

1

2

3

4
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4. 手順 3の USBケーブルを、クリップのグリップを押したまま、USBホストインター
フェイスにしっかり奥まで差し込みます。クリップのツメが本製品にひっかかり USB
ケーブルが抜けないことを確認してください。

注:以下の図のように、アドバンストボックスとスタンダードボックスでは USB
ポートの切り欠き位置が異なります。切り欠き位置を確認してクリップのツメを差
し込んでください。

A B

C

D

C

C C

A. アドバンストボックス

B. スタンダードボックス

C. 切り欠き

D. USB インターフェイス

USBケーブル抜け防止クランプの取り外し

1. クリップのグリップ部を押し込みながらUSBケーブルを抜きます。

フロント USBカバー

フロント USBカバーを開ける

12型および 15型モデルでは、工場出荷時に取り付け済みのフロント USBカバー (ネ
ジなし)を使用する場合、フロント面は IP65F、IP67F、UL 50/50E またはタイプ 1エン
クロージャーとなります。フロント USBカバー (ネジ付き) (PFXZCDCVUS1)をご使用
の場合、本製品のフロント面は IP66F、IP67F、UL 50/50E、タイプ 1、タイプ 4X (室内
専用)、タイプ 12 またはタイプ 13エンクロージャーとなります。

工場出荷時に取り付け済みのフロント USBカバーまたはネジ付きフロント USBカバー
のいずれをご使用の場合も、フロント USBカバーが開いている状態での本製品のフロ
ント面は、UL 50/50E またはタイプ 1エンクロージャーとなります。

注: IP65F、IP66Fおよび IP67Fは UL認証には該当しません。
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注意
怪我のおそれ

フロント USBカバーを開ける際は、指を怪我しないように十分ご注意ください。

これらの指示に従わない場合は、負傷する、または機器を破損する可能性がありま
す。

注記
エンクロージャーの破損

指定以上のトルクをかけないでください。

これらの指示に従わない場合は、機器を破損する可能性があります。

1. フロント USBカバー上部のすき間に指先またはドライバーなどの工具を入れ、図
のように手前に引きます。

注:
• フロント USBカバー (PFXZCDCVUS1)をご使用になる場合は、上部の

ネジをドライバーを使用して緩めます。

• 適正な締め付けトルクは 0.5 N•m (4.4 lb-in)です。

2. フロント USBカバーを手前に引くと、USB インターフェイスが現れます。

ファンキット

概要

アドバンストボックスには、オプションのファンキット (PFXYP6FAN)を取り付けることがで
きます。

定格電圧 12 Vdc

消費電力 (最大) 4.08 W
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取り付け

危険
感電、爆発、閃光アークの危険性

• システムのカバーまたは部品を取り外す前、および付属品、ハードウェア、または
ケーブルの取り付け/取り外しの前に、装置のすべての電源を外してください。

• 本製品および電源供給元の両方から電源ケーブルを外してください。

• 電源オフの確認の際は、必ず正しい定格の電圧検出装置を使用し、電源が供給
されていないことを確認してください。

• 本製品に電源を入れる前に、システム内のすべてのカバーおよび部品を取り付け
て固定してください。

• 本製品を使用する際には、必ず指定の電圧をご使用ください。DCモデルは
24 Vdc、ACモデルは 100～ 240 Vacの電源を使用するように設計されていま
す。電源を入れる前に、デバイスに DC電源と AC電源のいずれが供給されてい
るかを常に確認してください。

これらの指示に従わない場合は、死亡または重傷を負うことになります。

注記
静電気放電

カバーを取り外す前に、静電気放電に対する十分な保護対策を行ってください。

これらの指示に従わない場合は、機器を破損する可能性があります。

注記
エンクロージャーの破損

指定以上のトルクをかけないでください。

これらの指示に従わない場合は、機器を破損する可能性があります。

1. ボックスモジュールの電源を遮断します。

2. 筐体または接地接続 (電源以外)に触れて、作業者の身体に蓄積された静電気を
放電します。

3. メンテナンスハッチカバーの 5本のネジを外し、カバーをスライドさせて取り外しま
す。

4. M.2 SSDが搭載されている場合、ファンキットを取り付ける前にヒートシンクとヒート
シンクパッド (上用)を取り外します。M.2 SSDのヒートシンクとヒートシンクパッドに
ついては、M.2 SSDの取り付け,ページ 76を参照してください。
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5. ファンキットのケーブルをメンテナンスハッチのコネクターに接続します。

6. 手順 3で取り外したネジでファンキットを固定します。

注:適正な締め付けトルクは 0.3 N•m (2.7 lb-in)です。
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通常の手入れ

本製品の手入れ

注記
機器の損傷

• 清掃を行う前に本製品の電源を落としてください。

• タッチパネルを固い物や先端の鋭利な物を使って操作しないでください。

• 装置の清掃にシンナー、有機溶剤、強酸性物質などは使用しないでください。

これらの指示に従わない場合は、機器を破損する可能性があります。

本製品が汚れた場合、表示面以外は柔らかい布で乾拭き、もしくは水をしみこませて固
く絞り汚れを拭き取ってください。表示面は柔らかい布に水でうすめた中性洗剤をしみこ
ませて固く絞り、汚れを拭き取ってください。

定期点検

周囲環境

• 使用周囲温度は許容される範囲にあるか ?環境仕様,ページ 29を参照してくださ
い。

• 周囲湿度は指定された範囲にあるか ?環境仕様,ページ 29を参照してください。

本製品を盤内で使用する場合は、盤内が周囲環境になります。

電気的仕様

• 電圧は範囲内か？電気的仕様,ページ 26を参照してください。

• 接続ケーブルのコネクターは完全に差し込まれているか？緩んでいるケーブルは
ないか ?

• 本体取り付け金具はゆるみがなく、しっかり取り付けられているか？
• 防滴ガスケットにキズや汚れが目立ってきていないか？

機器の廃棄

本製品を廃棄する場合は、ご使用の国の産業機器廃棄基準/リサイクル基準に従って、
適切な方法で廃棄してください。
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ディスプレイモジュール交換

概要

パネルタイプをご使用の場合、同型のディスプレイモジュールに限り交換することができ
ます。

手順は以下のとおりです。

危険
感電、爆発、閃光アークの危険性

• システムのカバーまたは部品を取り外す前、および付属品、ハードウェア、または
ケーブルの取り付け/取り外しの前に、装置のすべての電源を外してください。

• 本製品の取り付け/取り外しの前に、本製品および電源供給元の両方から電源
ケーブルを外してください。

• 電源オフの確認の際は、必ず正しい定格の電圧検出装置を使用し、電源が供給
されていないことを確認してください。

• 本製品に電源を入れる前に、システム内のすべてのカバーおよび部品を取り付け
て固定してください。

• 本製品を使用する際には、必ず指定の電圧をご使用ください。DCモデルは
24 Vdc、ACモデルは 100～ 240 Vacの電源を使用するように設計されていま
す。電源を入れる前に、デバイスに DC電源と AC電源のいずれが供給されてい
るかを常に確認してください。

これらの指示に従わない場合は、死亡または重傷を負うことになります。

ボックスモジュールからのディスプレイモジュールの取り外し

注意
怪我のおそれ

パネルタイプから取り外す際は、ボックスモジュールを落とさないようにご注意くださ
い。

• ネジを取り外した後、本製品を支えていてください。

• 両手を使用してください。

これらの指示に従わない場合は、負傷する、または機器を破損する可能性がありま
す。

1. パネルタイプの表示面を下にして、清潔で水平なところに置きます。

2. 背面部のネジ (4個)を外して、ボックスモジュールを取り外します。
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ボックスモジュールへのディスプレイモジュールの取り付け

注記
エンクロージャーの破損

指定以上のトルクをかけないでください。

これらの指示に従わない場合は、機器を破損する可能性があります。

1. ディスプレイモジュールの表示面を下にして、清潔で水平なところに置きます。

2. ボックスモジュールの外形が該当するガイドラインに合わさり、取り付けピンが穴に
入るようボックスモジュールを被せます。

A

B

C

A. アドバンストボックスガイドライン

B. スタンダードボックスガイドライン

C. 取り付けピン

3. M4ネジ (4個)を締めて、ボックスモジュールを取り付けます。

注:適正な締め付けトルクは 0.7 N•m (6.2 lb-in)です。

ファンフィルター交換

概要

ファンキットのファンフィルターを交換する方法を説明します。

注:定期的にファンフィルターを点検してください。
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危険
感電、爆発、閃光アークの危険性

• システムのカバーまたは部品を取り外す前、および付属品、ハードウェア、または
ケーブルの取り付け/取り外しの前に、装置のすべての電源を外してください。

• 本製品の取り付け/取り外しの前に、本製品および電源供給元の両方から電源
ケーブルを外してください。

• 電源オフの確認の際は、必ず正しい定格の電圧検出装置を使用し、電源が供給
されていないことを確認してください。

• 本製品に電源を入れる前に、システム内のすべてのカバーおよび部品を取り付け
て固定してください。

• 本製品を使用する際には、必ず指定の電圧をご使用ください。DCモデルは
24 Vdc、ACモデルは 100～ 240 Vacの電源を使用するように設計されていま
す。電源を入れる前に、デバイスに DC電源と AC電源のいずれが供給されてい
るかを常に確認してください。

これらの指示に従わない場合は、死亡または重傷を負うことになります。

注記
静電気放電

カバーを取り外す前に、静電気放電に対する十分な保護対策を行ってください。

これらの指示に従わない場合は、機器を破損する可能性があります。

注記
エンクロージャーの破損

指定以上のトルクをかけないでください。

これらの指示に従わない場合は、機器を破損する可能性があります。

ファンフィルターの交換

1. ボックスモジュールの電源を遮断します。

2. 筐体または接地接続 (電源以外)に触れて、作業者の身体に蓄積された静電気を
放電します。

3. ファンフィルター挿入部のネジを外します。
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4. ファンフィルタートレイを取り出します。

5. ファンフィルターを交換します。

6. ファンフィルタートレイを再度挿入し、ネジを締めます。

注:適正な締め付けトルクは 0.3 N•m (2.7 lb-in)です。

防滴ガスケットの交換

概要

防滴ガスケットは、防塵・防滴効果を得るために使用します。防滴ガスケットが溝に正しく
取り付けられてないと、パネルタイプの防滴効果は得られません。

注記
防滴ガスケットの経年劣化

• 防滴ガスケットは必要に応じて定期的に点検してください。

• 防滴ガスケットの定期的 (年 1回、またはキズや汚れが目立ってきた場合など)な
交換をお勧めします。

これらの指示に従わない場合は、機器を破損する可能性があります。

注記
機器の損傷

防滴ガスケットは無理に引っ張らないでください。

これらの指示に従わない場合は、機器を破損する可能性があります。

防滴ガスケットの取り付け

1. パネルタイプの表示面を下にして、平坦で水平なところに置きます。

2. パネルタイプから防滴ガスケットを取り外します。
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3. 新しい防滴ガスケットをパネルタイプに取り付けます。防滴ガスケットの 4つのコー
ナーの突起部を、パネルタイプのコーナーにある対応する穴に差し込みます。

ご使用の機種によっては、コーナー以外にも突起部があります。以下の右図を参
照し、差し込んでください。

注:防滴ガスケットの取り付けに先の平らな工具などを使う場合、防滴ガスケッ
トのゴムに傷がつかないように十分ご注意ください。

A

B
A B

A. 防滴ガスケット

B. 突起物

電池とバックライトの交換

お客様にて交換はできません。交換が必要な場合は、弊社カスタマーケアセンターまで
ご連絡ください。

アフターサービス

アフターサービスの詳細は、弊社ウェブサイトを参照してください。

https://www.pro-face.com/trans/ja/manual/1001.html
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システム機能設定
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主な機能

マルチランゲージ対応

以下の言語のオペレーティングシステムを搭載しています。

英語 (初期設定)、日本語、フランス語、ドイツ語、スペイン語、イタリア語、ポルトガル語、
ロシア語、スウェーデン語、簡体字中国語、繁体字中国語

UEFI BIOS

本製品は UEFI BIOSを搭載しています。UEFI BIOS設定メニュー,ページ 114参照。

ランチャー

あらかじめ登録しておいたファイルやプログラム、各種設定をアイコンで一覧表示し、
タッチ操作によって簡単に起動できるようにするユーティリティです。ランチャーにて
Write Filterや HORMの設定ができます。ランチャー,ページ 115参照。

RAID

本製品は RAIDに対応しています。対応している RAID構成は、RAID 0、RAID 1、
RAID 5*1 です。RAID,ページ 124参照。

*1 アドバンストボックスのみ対応

システムモニター

本製品には、弊社にて作成した Node-REDのサンプルダッシュボードを搭載していま
す。このダッシュボードでシステムを監視することができます。また、お客様にてフローを
編集、ダッシュボードを作成することで、お客様独自のシステムモニターを構築すること
も可能です。システムモニター,ページ 127参照。

セキュリティ対応

本製品は Secure Bootを有効にしています。また TPMを搭載しており、BitLockerな
どの暗号化ツールに容易に対応することができます。さらに、オプションの McAfee ライ
センスをご購入いただくことで、お客様にてより安全な環境を実現することができます。
TPM,ページ 128およびMcAfee ソフトウェア,ページ 128参照。

注: より安全なシステム構築のため、BitLockerを有効にしてください。

サイバーセキュリティ

概要

現代の産業用システムや制御システムはサイバー攻撃に対しより脆弱です。その原因と
なるのは以下のような現代的な設計です。
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• 商業用技術の利用

• システムの接続性の向上

• リモートアクセスが可能

• ハッカーの攻撃対象となる、産業プロセスにおけるシステムの戦略的ロケーション

産業用システムにおけるサイバーセキュリティの目的は、通常の ITシステムの目的とは
異なります。産業用設備を適切に保護するためには、この違いをよく理解しておく必要
があります。以下の 3つの基本的な特性を考慮してください。

• システムの有効性:システムの安定運用の確保

• データの整合性:情報の整合性の維持

• 機密保持性:情報漏洩の防止

産業用システムと通常の ITシステムでは、以下の図に示す通り、重要事項の優先順位
も異なります。

IT

こういったセキュリティ問題に対処するために推奨される方法は、上記の優先順位に
合った多層防御アプローチを取ることです。

Pro-face製品を保護し安全性を維持するために、サイバーセキュリティのベストプラク
ティスを実践することをお勧めします。記載の推奨事項を実践していただくことで、お客
様のサイバーセキュリティリスクを減らすことが期待できます。ベストプラクティスについて
は、次のURLを参照してください。
https://www.pro-face.com/trans/ja/manual/1087.html

本製品では、不正なアクセスや悪意のあるソフトウェアの侵入・感染に対するリスクを抑
えるため、サインインパスワードの設定を必須としています。初回起動時,ページ 113参
照。

注:安全なシステムを構築し運用するために、以下のように各状況で異なる権限ア
カウントを使用することをお勧めします。

状況 設定時 運用時 保守時

権限 Administratorアカウ
ント

ユーザーアカウント Administratorアカウ
ント

上記記載事項を考慮の上、セキュリティリスク対策を施した環境で本製品を使用してくだ
さい。

初回起動時

本製品の初回起動時に、オペレーティングシステムの初期設定が行われます。電源を
入れる前にキーボード、マウスを接続し、画面の指示に従って設定を行ってください。
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注:

本製品では、不正なアクセスや悪意のあるソフトウェアの侵入・感染に対するリスクを
抑えるため、サインインパスワードの設定を必須としています。サインインパスワード
の条件は以下です。

文字数:以下の使用可能な文字から 3種類以上 8文字以上の文字。アカウント名
に使用している文字列は使用できません。

使用可能文字種類:
• ヨーロッパ言語の大文字 (A ~ Z、発音区別符号、ギリシャ文字、キリル文字)
• ヨーロッパ言語の小文字 (a ~ z、シャープ記号、ギリシャ文字、キリル文字)
• 数字 (0 ~ 9)
• 英数字以外の文字 (特殊文字): (~!@#$%^&*_-+=`|\(){}[]:;"'<>,.?/)このポリ

シー設定では、ユーロや英国ポンドなどの通貨記号は特殊文字としてカウント
されません。

• アルファベット順に分類されているが、大文字でも小文字でもない Unicode文
字。 これには、アジア言語の Unicode文字が含まれます。

注意
機器の損傷

Write Filterの設定にかかわらず、電源投入直後は本製品の電源を切らないでくださ
い。

これらの指示に従わない場合は、負傷する、または機器を破損する可能性がありま
す。

注記
データの損失

初期設定実行中は電源を切らないでください。

これらの指示に従わない場合は、機器を破損する可能性があります。

Windows Update

本製品をより安全にご使用いただくため、Windows Updateにてオペレーティングシス
テムを常に最新の状態に保ってください。本製品は工場出荷状態ではWindows
Updateを無効にしています。有効にする手順については、以下の URLを参照してく
ださい。
https://www.pro-face.com/trans/ja/product/1086.html

UEFI BIOS設定メニュー

UEFI BIOS設定メニューに入るには、以下を実行します。

1. 本製品の電源を入れます。

2. ブート画面表示中に [DEL]キー、もしくは [ESC]キーを押します。

3. パスワードを入力します (初期パスワード: Pw#12345)*1。
4. BIOS画面が表示されます。

*1初期パスワードは必ず変更してください。UEFI BIOSパスワード変更,ページ 115参
照。

Fast Bootなどの設定により上記手順で BIOS設定メニューに入れない場合がありま
す。その場合は以下の手順で設定メニューを表示させてください。

1. 本製品の電源を入れ、通常起動させます。
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2. 設定ボタンを選択します。

3. 更新とセキュリティを選択します。

4. 回復を選択します。

5. PCの起動をカスタマイズするで今すぐ再起動を選択します。

6. トラブルシューティングを選択します。

7. UEFIファームウェアの設定を選択します。

8. 再起動を選択します。

9. パスワードを入力します (初期パスワード: Pw#12345)*1。
*1初期パスワードは必ず変更してください。UEFI BIOSパスワード変更,ページ 115参
照。

UEFI BIOSパスワード変更

セキュリティ観点上、初期BIOSパスワード (Pw#12345)は必ず変更してください。以下
にパスワード変更の手順を示します。

1. BIOS画面を表示します。UEFI BIOS設定メニュー,ページ 114参照。

2. Securityを選択します。

3. Administrator Passwordを選択します。

4. Enter Current passwordダイアログが表示されます。現在のパスワードを入力し
ます。

5. Create New Passwordダイアログが表示されます。新しいパスワードを入力しま
す。

6. Confirm New Passwordダイアログが表示されます。5で入力したパスワードを
入力します。

7. [F4]キーを押します。

8. Save & Exit Setupダイアログボックスの Yesを選択します。

9. 本製品が再起動します。

ランチャー

ランチャー起動

ランチャーとは、プログラムや各種設定ができるユーティリティーです。ランチャーにより
タッチ操作を利便にすることができます。

ランチャーはデスクトップのショートカットアイコンから起動することができます。
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ランチャーのトップ画面

ランチャー機能

Buzzer

タッチパネル操作時のブザー音の有効/無効を設定します。

初期値: On

116 PS6000-MM01-JA_00



システム機能設定

Calibration

タッチ位置の補正を行います。

アナログ抵抗膜方式ディスプレイと投影型静電容量方式 (P-CAP)ディスプレイで
Calibration画面の指示は異なります。画面の指示に従ってキャリブレーションを行って
ください。

アナログ抵抗膜方式ディスプレイ

投影型静電容量方式ディスプレイ

注: [Windows® タブレット PC] メニューの [調整]でキャリブレーションは行わないで
ください。タッチパネルのキャリブレーションが必要な場合は、ここで示した方法で
行ってください。
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Front USB

ディスプレイモジュールのフロント USBの有効/無効を設定します。

初期値:オフ (無効)

注:
• フロント USBを有効にした場合、不正なアクセスや、悪意のあるソフトウェアの

侵入・感染に対するリスクが高まります。使用後はフロント USBを無効に設定
してください。

• フロント USBポートのないモデルでは、この設定は無効です。

Write Filter

Write Filterは、システムディスクを書き込みアクセスから保護するための機能です。

Write Filterを有効にすることで、システムディスクへの損傷を防ぎ、過剰な書き込みに
よるディスクの老朽化を防ぐことができます。また、Write Filterを有効にすると、本製品
をシャットダウンせずに電源を切ることができます。ただし、Write Filterを有効にしてい
ても、本製品起動直後はWindows® の特性上書き込み動作が発生します。本製品起
動直後は電源断しないでください。

初期値:オフ (無効)

注:
• Write Filter対象ボリュームが 1つの場合は、画面には 1ボリュームのみ表示

されます。

• 設定の変更時 (ランチャー、RAID設定の変更、ドライバーの追加、レジストリー
の変更、アプリケーションのインストール)は、Write Filterを無効にしてくださ
い。Write Filterが有効であると、変更した設定がオペレーティングシステム再
起動時にすべて破棄されてしまいます。設定の変更後、Write Filterを有効に
戻すことをおすすめします。

• Write Filterを有効にすると、高速スタートアップ機能は無効になります。
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注意
機器の損傷

Write Filterの設定にかかわらず、電源投入直後は本製品の電源を切らないでくださ
い。

これらの指示に従わない場合は、負傷する、または機器を破損する可能性がありま
す。

注記
データの損失

Write Filterで保護されていないストレージデバイスへの書き込み中は、電源をきらな
いでください。

これらの指示に従わない場合は、機器を破損する可能性があります。

HORM

本製品の起動時間を短縮させる機能です。

HORMを有効にした時点でのシステム状態を保存することで、次回以降の起動時に同
じシステム状態で復帰させることができます。HORMを有効にする場合は、Write Filter
も有効にしてください。そうすることで、本製品をシャットダウンせずに電源を切ることが
できます。

注:
• HORM設定前にすべてのボリュームでWrite Filterを有効にしてください。

• リムーバブルディスクは HORMの対象外です。HORM設定前にすべてのリ
ムーバブルディスクを外してください。

• HORM有効時、ディスプレイモジュールのステータス LEDはすぐにオレンジ
点灯しますが、ボックスモジュールのパワー LEDが赤点灯になったのを確認し
てから電源を切ってください。

• HORM有効時またはハイバネーション直後は、システムのバックアップおよび
リカバリーを正常に行うことができません。システムのバックアップおよびリカバ
リーは、HORMを無効にしシャットダウンを行ってから実行してください。

• システムディスクにハイバネーション状態または HORMが有効なシステムが保
存されている場合は、そのシステムディスクを別のボックスモジュールで使用し
ないでください。

注意
機器の損傷

Write Filterの設定にかかわらず、電源投入直後は本製品の電源を切らないでくださ
い。

これらの指示に従わない場合は、負傷する、または機器を破損する可能性がありま
す。
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注記
データの損失

Write Filterで保護されていないストレージデバイスへの書き込み中は、電源をきらな
いでください。

これらの指示に従わない場合は、機器を破損する可能性があります。

Shell

エクスプローラーシェルをカスタムシェルに切り替えると、Windows®デスクトップを非表
示にできます。カスタムシェルにすることで、コントロールパネルなどのWindows® 機能
を抑制することができます。

カスタムシェル: Windows® デスクトップは表示されません。
エクスプローラーシェル: Windows® デスクトップが表示されます。

注:
• アプリケーションのインストールは、エクスプローラーシェルで行ってください。

• ランチャー表示中は、エクスプローラーシェルで表示される機能 (Windows®
デスクトップ、スタートメニュー、タスクバー等)は使用できません。

Power

カスタムシェル状態時に、本製品の電源を操作するために使用します。

注: HORM有効中に、休止状態 でオペレーティングシステムをハイバネーション状
態にした場合、 HORMで保存したシステム状態は上書きされ、以降はハイバネー
ション状態が保存されたシステムで起動します。その後 HORM有効のまま電源断
しても、ハイバネーション状態が保存されたシステムで起動しますのでご注意くださ
い。

120 PS6000-MM01-JA_00



システム機能設定

System

製品のファームウェアや BIOSバージョン、OSバージョンが表示されます。

WARxx

x.x

x.x

Touch Mode

使用環境に対応した以下の 3つのモードがあります。ご使用の環境に応じたモードを
選択してください。

注: この機能は 15型ワイド、19型ワイドモデルでのみ使用可能です。

通常モード 出荷時モード。指での操作に適したモード。

水検出モード 画面に水滴等がついた状態でのタッチ入力を無効化するモード。水
滴等の液体によるタッチパネルの誤動作を防ぎます。水や異物をふき
取ってから、約 2秒でタッチ入力が可能となります。

手袋モード 軍手、ゴム手袋での操作に適したモード。

注:
• 手袋の種類によっては操作できないことがあります。

• タッチの感度を上げる為、環境ノイズに対しては影響を受
けやすくなります。

システムモニター

本アイコンからシステムモニターが表示されます。詳細については、システムモニター,
ページ 127を参照してください。
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Window Locker

外部ディスプレイへの接続が切断された場合に、表示されているアプリケーションのウィ
ンドウが別の位置または別のディスプレイに移動することがあります。Window Lockerを
使用すると、アプリケーション起動時のウィンドウ表示位置を固定できるため、外部ディス
プレイを再接続した後でも切断前と同じディスプレイに同じ位置でアプリケーションウィン
ドウを表示できます。

A B C

A. LOCK
B. PLAY
C. STOP

1. 表示するディスプレイや位置を固定したいアプリケーションウィンドウをすべて起動
します。

注:アプリケーションウィンドウをフルスクリーンモードで表示し位置を保存する
と、ウィンドウが正常に表示されない場合があります。

2. 各ウィンドウを表示させたい位置に移動します。

3. ランチャーからWindow Lockerを起動します。

4. LOCKを選択すると表示位置が保存されます。

注:
• ウィンドウサイズは LOCK押下時のサイズで固定されます。

• 更新間隔に時間を入力すると、PLAYを押した後にウィンドウサイズ・位置
を変更した場合、入力した時間が経過した後、元のサイズ・位置に戻りま
す。ウィンドウの移動を許可するチェックボックスにチェックを入れると、
PLAYを押した後に時間が経過してもウィンドウの位置は戻りませんが、サ
イズは元のサイズに戻ります。

• 更新間隔の入力可能範囲は、100 msから 86,400,000 ms (24時間)で
す。

5. PLAYを選択します。アプリケーションウィンドウを開くたびに、保存された位置に自
動的に表示されます。
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注:
• ウィンドウの位置を保存するときは、Write Filterが無効になっていることを確認

してください。Write Filterが有効であると、保存した情報はオペレーティングシ
ステム再起動時にすべて破棄されてしまいます。保存後、Write Filterを有効
に戻すことをおすすめします。

• 固定位置を一時的に解除するには、STOPを選択してください。固定位置に
戻すには、PLAYを選択してください。

• ウィンドウの表示位置を保存した後に、外部ディスプレイを接続または切断する
と表示位置が失われます。接続を追加または切断した場合は、再度表示位置
を保存してください。ただし、外部ディスプレイを接続または切断する前と同じ
設定に戻した場合は、保存されている表示位置情報が適用されるため、再度
表示情報を設定する必要はありません。

• 同じ名前のウィンドウやWindows® Media Playerなどの内部に複数のウィンド
ウを持つアプリケーションの表示位置は正常に保存できない場合があります。

• Window Lockerでウィンドウの表示位置を保存した後に画面の配置や解像度
を変更すると、ウィンドウが正しく表示されない場合があります。画面の設定を
変更した場合は、再度ウィンドウの表示位置を保存してください。
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Edit

この機能を使用して、ランチャーに表示するアイコンをカスタマイズすることができます。
任意のアプリケーションを追加することもできます。

A

D

B C

EF

A. アイコンの名前を変更できます。

B. 表示するアプリケーションを変更できます。クリックすると、アプリケーションの exe
ファイルを選択できる画面が表示されます。表示したいアプリケーションの exeファ
イルを選択します。

C. このマークをクリックするとアイコンが削除されます。

D. 表示させるアプリケーションを追加します。クリックすると、アプリケーションの exe
ファイルを選択できる画面が表示されます。表示したいアプリケーションの exeファ
イルを選択します。

E. アイコンの表示を工場出荷状態の設定に戻します。

F. このボタンで編集モードを終了します。

RAID

RAIDレベル

本製品は RAIDに対応しています。以下の RAIDレベルに対応しています。

RAID 0
RAID 1
RAID 5 (アドバンストボックスでのみ対応)

注: RAID 5にて RAIDを構成する場合は、オプションのストレージデバイスが必要
です。オプション機器一覧,ページ 18参照。
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RAID構成

オペレーティングシステムエリアを含めて RAIDを構成する場合は、リカバリーメディア
が必要です。オプションのリカバリー USB (PFXYP6RUSW10)をご購入いただくか、弊
社ウェブサイトからリカバリーツールをダウンロードしてください。

https://www.pro-face.com/trans/ja/manual/1085.html
注:オプションのリカバリー USBはオペレーティングシステムの復元のみ対応して
います。オペレーティングシステムの復元およびバックアップが必要な場合は、弊社
ウェブサイトからリカバリーツールをダウンロードしてください。

RAID設定

注:
• データが破損した場合に備え、リカバリーメディアを用意されることをお勧めし

ます。

• Intel® Rapid Storage Technologyの具体的な操作方法については、同アプリ
ケーションのヘルプを参照してください。

• M.2 SSD 128 GBを使用した RAIDを構成し M.2 SSD 128 GBが壊れた場
合は、同じタイプのM.2 SSD 128 GBに交換してください。標準を使用してい
た場合は標準を、高耐久を使用していた場合は同じ高耐久を使用してくださ
い。

1. 本製品の電源を入れます。

2. ブート画面表示中に [DEL]キー、もしくは [ESC]キーを押します。

3. パスワードを入力します (初期パスワード: Pw#12345)。

4. BIOS画面が表示されます。

5. Advanced タブ→ SATA Configurationを選択します。

6. SATA Mode > RAIDを選択します。

7. [F4]キーを押します。

8. Save & Exit Setupダイアログボックスの Yesを選択します。

9. 本製品が再起動します。

10. Intel® Rapid Storage Technologyを起動します。

11. カスタムボリュームの作成を選択します。
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12. 以下の画面が表示されます。指示に従って RAIDを構成します。

13. 以下の画面が表示されますが、まだデータは移行中です。OKを選択し、画面に
表示される進行率を確認します。

RAID設定解除

1. 本製品の電源を入れます。

2. ブート画面表示中に [DEL]キー、もしくは [ESC]キーを押します。

3. パスワードを入力します (初期パスワード: Pw#12345)。

4. BIOS画面が表示されます。

5. Advanced タブ→ Intel® Rapid Storage Technologyを選択します。

6. RAID設定したボリュームを選択します。

7. Deleteを選択します。

8. Yesを選択します。

9. [ESC]キーで BIOS タブ選択画面に戻ります。

10. SATA Configurationを選択します。

11. SATA Mode > AHCIを選択します。

注: OSを含まない RAIDを構成していた場合は 13、14を実行して終了しま
す

12. リカバリーメディアを挿入します。

13. [ESC]キーで BIOS タブ選択画面に戻り、Save & Exit タブを選択します。

14. Save Changes and Reset > Yesを選択します。
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15. 再起動中に [F7]キーを押します。

16. ここからの手順は、システムリカバリーの手順 4以降を参照してください。システムリ
カバリー,ページ 130参照。

システムモニター

システムモニターの起動方法

本製品には、弊社独自のシステムモニターである Node-REDで作成したダッシュボー
ドが搭載されています。ランチャーの システムモニター アイコンからシステムモニターを
起動できます。

システムモニター初回起動時にWindows® Internet Explorerの設定画面が表示され
ます。その際、Windowsセキュリティの重要な警告画面が表示されます。ネットワーク上
の他のコンピューターからのダッシュボード使用を許可する場合は アクセスを許可する
を選択し、許可しない場合はキャンセルを選択してください。

注:セキュリティを十分に考慮し、許可の可否を決定してください。

Node.jsおよび Node-REDのアップデート

Node.jsおよび Node-REDは常に最新版を使用してください。最新版インストール手
順は以下の URLを参照してください。

https://www.pro-face.com/trans/ja/product/1086.html
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Node-RED関連ファイルのアクセス権変更

Node-REDをより安全にご使用いただくため、Administrator権限でのみ Node-RED
関連ファイルの使用ができるよう設定してください。設定方法は以下の URLを参照して
ください。

https://www.pro-face.com/trans/ja/product/1086.html

ダッシュボードの編集および作成

弊社提供のダッシュボードの最新版は以下の URLにて公開されます。必要に応じてダ
ウンロードしてください。また、ダッシュボードを編集、新規作成することもできます。編集
方法は以下の URLを参照してください。

https://www.pro-face.com/trans/ja/product/1086.html

TPM
本製品には、TPM 2.0モジュールが搭載されています。

各国の法律、規制、基準に従って TPMを有効または無効にしてください。

初期設定では、TPMが有効になっています。

注: より安全なシステム構築のため、BitLockerを有効にしてください。

TPM設定手順

1. 本製品の電源を入れます。

2. TPMを無効にするには [CTRL]+[D]を押します。TPMを有効にするには、
[CTRL]+[E]を押します。

3. 設定が更新されると、ブート画面に TPM Disabled または TPM Enabledが表示
されます。

McAfee ソフトウェア

概要

オプションの McAfee ライセンス (PFXYP6LSMCA)をご購入いただき McAfee ソフト
ウェアをご使用いただくことで本製品のセキュリティを向上させることができます。ソフト
ウェアの機能および使用方法については、下記 URLを参照して関連するマニュアルを
検索してください。
https://docs.mcafee.com/bundle?value=59

以下に、ソフトウェアのインストール方法とマニュアルの検索方法について説明します。

インストール

1. McAfee ライセンス USB ストレージを本体に挿入します。

2. USB ストレージの setup.exeを実行します。
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3. インストーラーが実行されます。

マニュアル検索方法

McAfee ソフトウェアマニュアルの検索方法は以下です。事前にソフトウェアのバージョ
ンを確認する必要があります。

1. 設定ボタンを選択します。

2. アプリ を選択します。

3. アプリと機能 のMcAfee Solidifierを選択します。

4. バージョンを確認します。

X.X.X.XXX

5. アプリ 画面を閉じます。

6. Webブラウザーで https://docs.mcafee.com/bundle?value=59を表示させます。

7. 対応するバージョンの McAfee Application Controlマニュアルを検索します。

アンインストール

アンインストールをする場合、以下の 2つのアプリケーションをアンインストールする必
要があります。

• McAfee Solidifier
• McAfee インストーラー
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アンインストールの手順は以下のとおりです。

1. 設定ボタンを選択します。

2. アプリと機能 のMcAfee Solidifierを選択します。

3. アンインストールを選択します。

X.X.X.XXX

4. 同じ手順でMcAfee_Installerを選択して アンインストールを選択します。

X.X.X

システムリカバリー

システムを復元するには、リカバリーメディアが必要です。オプションのリカバリー USB
(PFXYP6RUSW10)をご購入いただくか、弊社ウェブサイトからリカバリーツールをダウ
ンロードしてください。
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注:
• オプションのリカバリー USBは、オペレーティングシステムの復元のみ対応し

ています。オペレーティングシステムの復元およびバックアップが必要な場合
は、弊社ウェブサイトからリカバリーツールをダウンロードしてください。
https://www.pro-face.com/trans/ja/manual/1085.html

• バックアップの手順については、弊社ウェブサイトのリカバリーツールダウン
ロードページを参照してください。

• HORM有効時またはハイバネーション直後は、システムのバックアップおよび
リカバリーを正常に行うことができません。システムのバックアップおよびリカバ
リーは、HORMを無効にしシャットダウンを行ってから実行してください。

1. リカバリーメディアを挿入します。

2. 本製品の電源を入れます。

3. ブート画面表示中に [F7]キーを押します。

4. パスワードを入力します (初期パスワード: Pw#12345)。

5. 「UEFI」で始まるリカバリーメディア名を選択します。以下の名前は参考用です。

Please select boot device:

UEFI: Built-in EFI Shell
Windows Boot Manager (PO: TS235GMTS400I)
PO: TS235GMTS400I
InnodiskUSB Drive 3ME 0917
UEFI: InnodiskUSB Drive 3ME 0917. Partition 1
Enter Setup

and   to move selection
ENTER to select boot device
ESC to boot using defaults

6. オプションのリカバリー USB (PFXYP6RUSW10)でシステムを復元させる場合
は、OKを選択します。お客様自身の USBで弊社のウェブサイトからダウンロード
したリカバリーツールを使用する場合は、Restore > OKを選択します。

オプションのリカバリー USB

リカバリーツール

PS6000-MM01-JA_00 131

https://www.pro-face.com/trans/ja/manual/1085.html


システム機能設定

7. 復元するディスクを選択します。ストレージが 1つしかない場合、以下の画面は表
示されずに手順 8に移ります。

8. 確認画面で OKを選択します。

9. 復元が開始します。

10. 復元が完了すると、Shutdown/Restartを選択する画面が表示されます。

11. リカバリーメディアを抜き取ります。

12. 必要に応じて Shutdown または Restartを選択します。

API
APIは弊社ウェブサイトで公開しています。下記 URLを参照してください。

https://www.pro-face.com/trans/ja/manual/1085.html
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